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冬の訪れを告げ
る木枯らし１号が吹いた。
11月
18日
のこと。今年はいつになく暖かい日々が続き、例年
より
20日以上遅れてやっ
てきた風だった▼だが、例年より早く冬物のコートをおろし 。まだまだ寒くなるから。そう思い、いつもは初雪のころまで秋用の上着で乗 切ったが、今年はそうはいかない。
12月から、いよ
いよ就職活動が始まるのだ▼「女子のリクルースーツは、スカートの方がいい」 。姉の教えに従い、
11月に行ったインタ
ーンシップでも常にートで臨んだ。 がこの時期だとさす に寒い。未来のために必要と、今までのル ルを変えた▼就職が「冬 時代」と言われて久しい。来年３月卒業予定の大卒求人倍率は前年より低下 て１・
23倍。世間のイメージほ
ど厳しくないが、自分の将来を左右する就職先を短期間に選択するのは簡単ではない▼近 、日本の未来を決める衆院選も行われる。就職先 決めるのと同様の真剣な気持ちで１票を投じたい。明日へと導く人と党を選ぶ義務が、私達にはあ ▼就職と選挙。いずれも初めての経験だ。選択の一つひとつに、将来への責任が生まれる。 例年通り、寒空に「春遠からじ」と願う。 だがこれ は春いや明るい未来は、自分でつかむべきなのかもしれない。それも過去のルールや先入観にとらわれない、柔軟な姿勢で
「放火させない環境作り」 を
国際化戦略の今後を語る
つくばの連続不審火
全日本大学女子駅伝対校選手権大会９年ぶりの出場で３位
入賞の喜びを見せる本学チーム
歳時記
つくば
　秋が深まるにつれ、筑波キャンパスは美しい
黄金色に染まった。冷たい風が吹くたびに、木々
はざわめき、無数のいちょうが空に流れる。こ
れからどんどん気温は下がる。暖かな春は、ま
だまだ先だ。（写真・二宮健太＝社会学類）
　
辻中豊副学長（国際担当）は本紙のインタビューに応じ、本学の今後の「国際
化戦略」について語った。この中で同副学長は、本学の海外事務所・拠点の展開について、将来的に▽韓国・ソウル▽アメリカ・東、西海岸▽インドネシア・ジャカルタ▽ブラジル・サンパウロ…… ４カ国に新たに設けたい意向を表明した。現在あるチュニス（チュニジア）など５カ国６事務所 加え これらの事務所・拠点ができた場合 主要大陸に本学のネットワークがそろうことになる。
（小川玲、
二宮健太＝社会学類３年・６、 ７面に関連特集）
　
本学周辺にある２階建て木造アパートを中心に、
10月中旬─
11月初旬、不審火
が
14件続き、その際燃えたのが洗濯物、雑誌などアパートの外に出ていた可燃物
が大部分だったことが、つくば市消防本部などへの取材でわかった。アパートの住人はほとんどが学生で、同本部は、本学と筑波学院大学、筑波技術大学の３大学に文書を出し、 「建物の外に可燃物を放置しない」など、学生が不審火防止対策を徹底するよう異例の注意喚起を行っている。
（鈴木拓也＝人文学類１年）
　
脳梗塞で入院療養中の山
田信博学長が、来年３月の任期満了で退任することが、
10月
24日に発表された。
　
山田学長は８月３日に脳
梗塞で倒れ、都内の病院に入院した。その後も都内でリハビリテーションを続けていたが、
10月
21日に再任
の意思がないことを表明したという。これを受け
12月
から候補者の選考や学内投
　
第
30回全日本大学女子駅
伝対校選手権大会が、
10月
28日に仙台市陸上競技場
（仙台市宮城野区）周辺で行われた。過去３回の優勝を誇る本学は９年ぶりの全国大会出場となったが、大
　
このうち、ジャカルタ事
務所は、千葉大がすでに現地に設置した事務所を共同使用する。千葉大も今後、
本学のホーチミン事務所（ベトナム）を利用していく。またサンパウロでは来年にも、サンパウロ大学の敷地に事務所を設ける提携を同大学と結ぶ方針。ソルでも高麗大学校など現地大学の協力を視野に 事務所を開きたい意向だ。
一方、アメリカでは、
一連の不審火でつくば
中央署などは、つくば市に住む無職男性（
25）を
11月
10日、現住建造物等放 罪
の容疑で逮捕。同署への取材ではこの男性は、
14件の
うち１件の放火を認めており、同署で残る
13件との関
連についても調べている。不審火が続いたことから同署では警備体制を強化していたが、
11月
10日つくば市
栗原での不審火の直後、現場近くにいた男性に職務質問。その場 容疑を認めたため、逮捕した。男性は自転車でつくば市内を移動していたという。　
屋外に可燃物放置つくば市消防本部、つ
くば中央署への取材では、不審火は本学を中心に半径約２㌔圏内に集中。春日３丁目で２件、同４丁目で３件、栗原で４件、花畑１丁目で３件、天久保２丁目と３丁目でそれぞれ１ だった。大きな被害はなかったが、ほとんどがタオルなどの洗濯物や段ボール 雑誌、新聞など、現場アパートの外に出してある可燃物にマッチで火をつけ エアコンの室外機や通風口などに放り込むなどしてい 形跡があるという。
また逮捕された男性は
アパート 火した理由について、アパートは深夜も人の出入りがあり、近づ
ても気づかれにくいことなどを挙げているという。
一連の不審火に対し、
つくば市消防本部は本学などに文書を提出し、学生に①建物のそ に雑誌など可燃物を置かない②洗濯物は取り込みを忘れない③ゴミは収集日の朝に出すほか、外に出した場合はフタをする……など、学生がアパートなどで「放火させない環境作り」をするよう異例の注意喚起を行った。ま 同本部は、自転車や二輪車などのサドルやタイヤに放火されるケースもあることから、これらを路上などに放置しないようにも求めている。
本学が今年度から加盟した「日米研究インスティチュート」 （首都・ワシントン）の事務所を米東海岸の拠点とし い意向のほか、米西海岸 拠点としてはカリフォルニア、ワシントン両州を視野に入れている 「日米研究イ スティチュー 」は本学を含め国
山田学長
森由香子（体専２年）が順調なスタートを切り、２時間７分
41秒で３位という成
績を収めた。この結果により、本学は来年の同大会のシード権も獲得した。
（８、
９面に関連記事）
票が行われ、来年１月下旬に次期学長予定者が公示される。現在は清水一彦副学長（総務・人事担当）が学長の職務を代行している。　
山田学長は２００９年４
月に本学附属病院長から学長に就任。任期中は本学のブランディングプロジェクトなどを意欲的に進めてきた。
シード権獲得も
内８大学が加盟しているＮＰＯ法人で、環境、エネルギー分野など各大学のさまざまな研究を支援する拠点となっている。　
また同副学長は海外事務
所・拠点の開設を視 に、「親日的で、高学歴層の知的レベルが高い、インドにも力を入れたい」と話している。　
海外事務所は、現地の留
学希望者の支援や、本学の研究者が現地の大学・研究機関などと共同研究 行う際、現地関係者と 連絡のサポートなどを行う。本学では
06年５月に、チュニス
初の海外事務所「筑波大学北アフリカ・地中海連携センター」 （現 「北アフリカ ・
地中海事務所／海外大学共同利用チュニス事務所」 ）を開設。これを皮切りに、▽タシケント（ウズベキスタン）▽ホーチミン（ベトナム） 北京、 上海（中国）▽ボン（ドイツ）……の５カ国６事務所を開いた
これまで海外事務所を
開いた地域は、古くから東西の文化・技術が交流する地帯が中心だった一方、発展途上国も多く、まずこれらの地域に進出し 方が、国際的に多大な貢献ができるとの狙いもあった。一方で今回の海外事務所・拠点の拡充は、これまで手薄になっていた先進国や経済的発展が続く地域 関係を強める狙いがあ 。
辻中 豊
筑波大
附属病院
春日キャンパス
春日中
栗原
天久保２丁目
天久保３丁目
春日３丁目
春日４丁目 技術大
つくば市の不審火
　　日時　　　発生場所
10月 14 日：栗原
10月 16日：花畑 1丁目
10月 17 日：春日 4丁目
10月 17 日：春日 4丁目
10月 17 日：天久保 2丁目
10月 19日：花畑 1丁目
10月 26日：天久保 2丁目
11月 1日：栗原
11月 1日：栗原
11月 1日：春日 3丁目
11月 2日：花畑 1丁目
11月 2日：春日 4丁目
11月 9日：春日 3丁目
11月 10日：栗原
花畑１丁目
北大通り
平塚線
東大通り
西大通り 　同副学長は「広い地域を
視野に入れ、 （国際化戦略の）取り組みを進めることで世界的な大学間競争に対
応しつつ、地球的な問題全体への貢献を目指したい」と話している。
再任の意志示さず
候補者の選考始まる
国際担当辻中副学長インタビュー
４カ国で新拠点設立の意向
消防本部が異例の注意喚起
副学長
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講演する産総研の野間口氏
青木教授らがつくば賞を受賞
原子核物理の新境地へ迫る
睡眠の謎解明を目指す
 
スパコン「京」の高速計算が評価
ゴードン・ベル賞受賞する石山智明研究員ら
　
文部科学省の「世界トッ
プレベル研究拠点プログラム」 （ＷＰＩ）に、本学が提案した「国際統合睡眠医科学研究機構」が採択されたことが、
10月
30日に発表
された。　
ＷＰＩは、近年激化して
いる科学技術の国際的な競争をリードするために 政府の資金援助などで世界トップレベルの研究拠点づくりを促進する制度。対象となるのは基礎研究分野で、ＷＰＩの下での研究期間は約
10年。制度が始まっ
た２００７年からこれまでに東京大学などの６機関が採択されており 今回は同機構を含め３つの研究機関
　
第
23回つくば賞の授賞
式、受賞記念講演会が
10
　
スーパーコンピューター
「京」を用いて宇宙の成り立ちをシミュレーションする計算を非常に効率的に行った業績で、計算科学研究センターの石山智明研究員らのチームが
11月
15
日、スパコン界で権威のあるゴードン・ベル賞を受賞
した。同賞は毎秋行われるスパコンの国際会議で、科学技術計算への応用で最も優れた成果をあげた論文に贈られる。本学関係者の受賞は昨年の「 『京』による
10万原子シリコン・ナノワ
イヤの電子状態の第一原理計算」 に引き続き２年連続。　
京に接続されている約
８万台のコンピュータを用いて効率的な計算を行うソフトウェアを開発したことで、パソコン１台では数百年かかる計算が３日間で可
能になった。　
このシミュレーションで
は「存在するが観測できない」とされている未知の粒子「ダークマター」による宇宙の重力進化の過程を再現。約２兆個のダークマター粒子 シミュレーションは世界最大規模となる。同グループ以外にも同様の計算を行いノミネートされていた米国のグループはあった。しかし本学らのグループは１粒子あたりの速度が２ ・４倍とより高速 博士人材の育成を議論
　
大学と企業の協力強化をグローバルリーダー養 シンポジウム　「第１回筑波大学バルリーダー養成シンポジ
ウム
　
産業界で活躍できる
博士人材像を考える」が、
　
本学生が万引きをし、警
察署に引き渡される事件が続いている。　
学生生活課によると、
10
月
16日、
22時
40分ごろ、つ
くば市桜にあるカスミストアで本学生が食料品などを万引きしようとしたところ、店員に見つかり、つくば中央警察署に引き渡された。　
また、
10月
19日にも同じ
店舗で同様の事件が起こるなど、これらを含め計３件の万引き未遂事件が報告されており、いず も処分内容は検討中だという。 処分を検討へ
出題ミス
　
本学は２０１３年度大学
院入学試験（
10月期）で２
件の出題ミスがあったと、
10月
29日に公表した。
　
出題ミスがあったのは
10
月
18日に行われた人間総合
科学研究科博士前期課程芸術専攻の入試と、
10月
22日
に行われた修士課程教育研究科の入試。　
人間総合科学研究科博士
前期課程芸術専攻の入試では、公表された二つの試験「ビジュアルデザインに関するプラニング」と「ビジュアルデザイン制作又はビジュアルデザインに関する論述（いずれかを試験時に選択） 」のうち前者が実施されなかった。採点時には一律 得点を付与し、合否判定が行われた。　
修士課程教育研究科の入
柳沢教授をリーダーに新拠点
11月７日に大学会館の国際
会議室で行われた。本学のグローバルリーダーキャリア開発ネットワーク（以下ＧＬＣＮｅｔ）が主催し、産業技術総合研究所の野間口有理事長ら６人が招かれた。会場には約１５０人訪れた。　
ＧＬＣＮｅｔは、本学の
博士研究員と博士課程大学院生のキャリア開発を支援し、若手の博士が活躍する場と機会を作り出すことを目的に設立された。企業への長期のインターンシップなどの機会も提供しており、平成
23年度には文部科
学省の「ポストドクター・インターンシップ推進事業」という 博士研究員博士課程大学院生を、有能な人材に育てる取り組みを
が選ばれた。　
同拠点長には、睡眠研究
の第一人者である柳沢正史教授（テキサス大学サウスウェスタン医学センター）が就任する。　
睡眠は誰でも知っている
身近な現象だが、その基本原理は不明な点が多い。そのため睡眠や覚醒の障害についても治療法 限られており、睡眠機能の解明は重要課題とされている。　
同機構は「睡眠と覚醒の
基本原理の解明」を目的に
12月１日に新設された。
12
人の研究者を中心に 遺伝学や神経科学など さまざまな分野から研究 行う。　
柳沢教授は「まずは、睡
月
17日につくば国際会議
場（つくば市竹園）で開催
された。つくば賞には本学の青木慎也教授（数物系） 、石井理修准教授（同） 、理化学研究所の初田哲男主任研究員のチームが選ばれた。　
つくば賞は、県内で科学
技術に関する研究に携わり、優れ 研究成果を収めた人、またはグループへ授与される。審査委員長はノーベル物理学賞受賞者で、本学の元学長である江崎玲於奈氏が務めた。今回受賞した研究は「格子量子色力学に基づく核力 研究」で、素粒子・原子核理の未解決問題の一つを、スーパーコンピューター用いて解明した。２００７年に発表した論文が評価され、今回の受賞へつながっ
た。　
核力とは、原子核の中に
陽子と中性子を閉じ込めている力のこと。陽子と中性子との間で「 間 」という粒子をやり りすることによって力を伝達することが以前の研究から分かっていたが、陽子と中性子 距離によってそ 力の大きさや方向が変わることの詳細は解明できておらず、多くの学者の推論があるだけだった。　
今回使われた手法は「格
子量子色力 」 というもの。格子状のモデルに、これらの粒子を構成する「クォーク」や「グルーオン」と呼ばれる素 当てはめ、スパコンで計算。従来不可能とされていた、量子色力学を使って複雑な が可能となった。　
この計算の結果、陽子と
中性子の距離と、その間に発生する力の性質が理論的
支援する事業に採択された。　
野間口氏は「グローバル
人材の育成・活用」という表題で講演を行った。 「年齢や性別に関係なく、有能な人材を活用していく時代になった」と語り、院生らを産総研の職員として研修させることによって、彼らが自身の能力と目標 発見していることを語 。
また科学技術振興機構
科学技術システム改革事業プログラム主管の木村忠正氏は、 「若手研究者にグローバルに活躍し、イノベーションの創造を期待する」というテーマで講演を行った。大学と企業の協働によって博士人材を育成していくことを奨励し、それによって博士の研究成果が
産業界や国際社会に広がることを提示した。講演の最後に木村氏は「博士課程の
眠とは何かという問いにしっかり答え、世界的に名の知れた研究所にしたい」と抱負を語った。　
現在使われている睡眠薬
は、作用 仕組み してはすべて１種類 薬だ。半世紀間、新しい作用を持つ薬
は開発されていないため、同機構は本学発の創薬も目指している。同教授が「医療分野への橋渡しも重要役目」と言うように、科学的根拠に基づいた新しい治療法の発見も期待されている。
　
放射性物質の長期的な環
境への影響を把握することを主な目的として「アイソ
トープ環境動態研究センター」が、
12月１日に発足
した。　
同センターは、放射性同
位元素などに関する研究や教育を行っている「アイソトープ総合研究センタ 」と、環境科学や自然災害学などを学際的に研究している 「陸域環境研究センター」の２機関を統合した形で本学に設置。センタ 長 は松本宏教授（生環系）が就任した。　
東日本大震災による福島
第一原発の事故以後、放射性物質は大気中や海洋中に拡散している。さらに、その放射 環境や農作物などにも影響を与えている。こ ため、放射性物質が拡散する過程を明らかにすることが求められている。
　
　
同センターは福島第一原
発から漏れた放射性物質が今後どのように環境中に広
がっていくかを学際的に研究する。データを細かく分析し、国だけでなく地方など多方面に研究成果を発信することや放射性物質が環境に与える中・長期的 影響を予測することを目指
だったため、この点が評価された。　
石山研究員は「京の利用
については、工学的な応用が中心に進められてきた部分もあるが、その中で基礎科学分野の存在感を示せたのではないか」と話した。今後同グループは星・銀河の形成など、宇宙 構造のなりたちに関するシミュレーションを、京を用いて行なっていく。
す。　
また、今後は福島大学環
境放射能研究所との連携、海外からの 者の積極的な受け入れなどの国際協力を図り、共同研究の拠点していくという。
に再現された。　
量子色力学に基づく核力
の計算結果を発表するのは世界初で、世界から多くの反響を受けた。　
青木教授は「計算をやる
まではこれほどの成果を得られると 予想していなかったが、 『とにかくやってみる』という が大切だと感じた。現在も計算手法の改良を進めており、まだまだこれから発展させていきたい」 今度の展望を語った。　
また同研究は、原子物理
学に関して優れ 業績を残した学者に授与される、２０１２年度の仁科記念賞も受賞している。
人々が、自分の能力を見直す機会を作ることを支援していきたい」と語った。試では、複数の選択肢から一つ選ぶ問題で正答 二つあった。この問題に対してはいずれを んでも正答として採点された。
アイソトープ環境動態研究センター
放射性物質の拡散過程を研究
共同研究の拠点へ
授賞式に臨む研究チーム（左から２番目が青木教授）
大学院入試で
万引き続発
世界トップレベル研究拠点プログラム
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私たちのキャンパスライフは、 多くの大学職員の手によって支えれられている。
しかし彼らが普段どのような仕事をしているのかは、意外と知られていない。今回は 「職員さん」 の仕事にスポットを当てた。
（鈴木かおる、 望月麗＝比較文化学類、
原啓一郎＝社会学類）
学生の相談に応じる就職課職員
働く職員さん特集
　
大学へ登校し、自動販売
機で飲み物を買い、食堂で昼食をとる。放課後はサークル活動を楽しみ、学生宿舎へ帰る。こんな何気な学生の１日のほ んどの部分が、学生生 課と関わっている。　
ＳＴＵＤＥＮＴ
　
ＰＬＡ
ＺＡ３階にある 活は、 次のような業務を行う講演会やイベント ど、学生だけではできな 企画の支援をする「Ｔ─ＡＣＴ」 。学園祭や課外活動団体の相
談や支援。書籍部、食堂などの福利厚生施設、学生宿舎の管理。学生が関与した事件・事故などの緊急事態の対応。障害学生 室やつくばスポーツアソシエー
ション（ＴＳＡ）の運営。その名の通り「学生生活」に関わる全ての支援を業務とし、
30人ほどの職員が在
籍している。　
特に力を入れているのは
「学生が安全・安心して過ごせる」 環境のサポートだ。新入生への教室案内や駐輪指導をするため、４月は毎朝駐輪場に立ち、指導を行っている。学生宿舎担当の職員は頻繁に、非常口の点検のため、自主的に学生宿舎を見回るという。すべては学生の安全のために行われている。　
学生の事件・事故
に
24時間対応できる
体制を整え、何かあれば夜や休日でも駆けつける。 「小学校３年生の娘は最近まで、私が警察の仕事をしている人だと思っていたようです」と学生生活課専門員の土子昇さん。学 が事故で亡くなるなど 悲しい事例をたくさん見てきた職員だからこそ「安全・安心」の大切さ 意識しる。土子さんは「学生が
全に学生生活を送るための仕事なので頑張ることができる」と語る。　
普段の学生へのサービス
向上も欠かせ い。今年になって、学生生活課 事務
室の配置が変わった。以前の配置では、 入ってすぐ窓口がどこか分からず、職員が横を向い 仕事をしていたため、訪れた学生が話しかけづ いという問題があったからだ。現在は、 入ってすぐに銀行のようなカウンターがあり、数人の職員が常にカウンターを向き、 入ってきた学生にすぐに対応で るようになった。学生に近い
職場を作るためこのような改善を積み重ねる。　
学生の毎日の生活を支え
る学生生活課は、学生の支援を行うため、今日もあらゆるところで働いている。安全な生活をサポート
　「学内のさまざまな情報を迅速に、的確に公開し、筑波大学の魅力を知ってもらうことが私たちの仕事」と語る広報室長 大日向正人さん。 「筑波大学」を広く知ってもらうために、本部棟４階にある広報室はどのような仕事をしているのだろうか。　本紙などの広報誌の作
成、公式ウェブページやＦａｃｅｂｏｏｋの管理。定例記者会見の運営や国内外
の本学関係者への取材対応など、広報室の仕事はさまざま。２０１０年度から始まったブランディングプロジェクトの統括や、キャンパスツアー、大学行事の記録まで幅広い。　「大学の将来構想から、学内に生息する動物などの身近な話題 、これら媒体を通して伝えている」と大日向さん。 る対象は本学生や教職員、受験生や本学生の父兄、研究機関や企業、地域などだ。受験生へ向けては本学を紹介するイメージビデオを、留学生などへ向けては英語版のウェブページを使うなど、
発信の対象により媒体を使い分けている。　
広報室が現在特に力を入
れているのは、本学のブランディングだ。２０１０年度から開始した「ＩＭＡＧＩＮＥ
　
ＴＨＥ
　
ＦＵＴＵ
ＲＥ． 」 （ＩＴＦ）に関して、大日向さんは「確かな手ごたえを感じている」 と語 。グッズ作成やユニフォームカラーの統一などで、ＩＴＦを学内外に広く浸透せている。 「ＩＴＦを通して『筑波大学』という名前を国内外に発信し きたい」と大日向さんは語る。　
また、本学を訪れた高
校生らに学内を案内する、
　
私達が普段過ごしている
建物や宿舎。これらの設備を管理し、故障や不具合が起こったときの対応をしているのが施設部だ。　
建物に関するあらゆる事
が、施設部 仕事。雨漏りや水漏れ、 トイレのつまり、ドアの鍵の交換など、小さな「困った」に素早く対応する。学生や教職員が各支
援室にこれらのトラブルを伝えることで、施設部が修理や部品交換を行う。 「学生や教職員が快適な生活を送れるように、細かい部分から支えていく」と施設部長の松崎憲隆さんは語る。　
また、新しい建物
を建てるのも施設部の仕事。希望する教職員らの声を盛り込んだ図面 設計会社と製作する。着工後も、図面通り
に作られているかを逐一チェック。施設部はまさに
「建物の生みの親」 だ。筑波キャンパスだけではなく、附属学校や研修所などの建物の管理も行う。仕事の範囲が広いため、総勢
50人で対応して
いる。　
その中でも施設部
の最も大きな仕事は、学内 電力、水道、
そして空調の管理だ。 「第一エリア」バス停から西へ
　
学群３年生や修士１年生
になれば就職について真剣に考えている人も多いはずだ。この要望に応えるのが就職課。教員組織のキャリア支援室と協力し、学生のサポートやイベント運営を行う部署だ。短期的な就職活動だけではなく、入学時から就職までの長期的な「キャリア」の積み重ねを支援している。　
就職課が入学時から始め
る支援の一つが、Ａ４判キャリアポートフォリオ「ＣＡＲＩＯ」だ。これは、イベント運営やサークル活動などの大学生活の出来事を記録することで進路選択
の準備を行ってほしいとの願いから作られたものだ。また、総合科目「キャリアデザイン」などを開設し、学生が入学した直後から将来について考える機会を作っている。
　
もちろん就職活動へのサ
ポート体制も整っている。業界研究セミナーや筆記試験・面接対策の就職ガイダンスを開いたりすることで多くの学生が就職課へ足を
向け、就職相談などの本格的な支援を始められる。　
本学のキャリア支援室・
就職課には、３人のキャリ
アカウンセラーが常駐している。就職活動や進路に関する相談などを予約制で行っており、毎年のべ２０００人以上の学生が相談に訪れると う。　
就職課長の久保田優さん
は、 「学生とともに活動する」ことを信条に
13年間就
職課で学生を支援してきた。 学生の相談を受ける際、職業選択やキャリアカウンセリングの専門家でなければ学生に失礼だと考え、カウンセラーの資格を っ
た。相談に来た学生とは深く付き合い、これまでに３人の学生から結婚式に呼ばれた。 「時代や社会の状況によって就職をめぐる環境は違う。就職課は学生と強いつながりをもつ部署だからこそ、長い時間をかけて継続的にサポートし いきたい」と考える。　
就職課の職員は、これま
で学生の相談に応じたり、企業の担当者と関わってきた。 「自身も一緒に成長する」という が信条だ。昨今の就職事情 見通しは暗いが、就職課には心強いサポーターがいることを忘れてはならないだろう。
「学生とともに活動する」
キャンパスツアーを行っているのも広報室だ。高校生からは「大学生から 話聞きながら学内を回れて、いい経験になった」と好評で、これをきっかけに本学への入学を考える高校生もいるという。　
広報室の仕事は結果的
に、本学の魅力を知った受験生や研究者の確保につながっていく。また本学のビジョンを発信することで、学生や教職員らがそれらを
共有できる。　
多くの手段
を使って、本
学の魅力を発信している広報室。 社会と本学をつなぐ、「社会と大学の仲人」として、彼らは今日も本学の声を届けている
「筑波大学」の魅力を発信
徒歩２分。高い煙突が特徴の中央機械室では、学内全ての電力系統を管理してる。災害などで電力供給が停止した際は、一般家庭７５０棟分 発電が可能な発電装置が稼働する。東日本大震災の時はこれを使って、本部棟と学術情報メディアセンターに電力を送った。 「ホームページに素早く情報が掲載でき、本部棟で緊急時対応ができたのもこのためで、非常に頼りにしている」と松崎さんは語る。　
また、今後も多くの建物
を改修する予定だ。未改修の学生宿舎や、空調設備の不具合がある建物など、施設部はこれからも大忙し。それでも「建物を作って使っている人が喜ぶのを見るのが１番嬉しい」と笑顔を見せる松崎さん。私達の快適なキャンパスライフには、施設部という「縁の下の力持ち」が欠かせな 。
建物の大黒柱
　
学生ならば誰もが気にな
るのが成績や履修のことだろう。私たちの学習環境は日ごろどのように管理されているのか。そんな本学の教育に携わる教育推進課の仕事について、同課長の平松昌弥さんに話を聞いた。　「すべての学生に学習での不利益が生じないよう注意する必要がある」と平松さん。ＴＷＩＮＳをはじめとする成
績や履修の管理、授業科目情報の提供、 学位審査など、教育に直結する仕事が多い。学群生 みならず、科目等履修生の管理や大学院のＴＡ・ＴＦ制度、院入試など大学院にも関わる。本学全体 学年暦の作成も手がけ、学校行事や試験の日程調整なども行う。外国語センターと体育センターも管理し、約
40人の職員が本
部棟２階で職務にあたる。　
また、世界を舞台に活
躍できる「グローバル人材」の育成を目指したカ
リキュラムを展開していく。この取り組みの一つが留学生との交流活動だ。日本の大学の国際化を目指した「グローバル
30」の拠点校
の一つである本学は、英語のみ 学位が取れるコースを開設するなど、留学生 受け入れを強化している。 「本
学は教育改革を先導する大学であり続けたい。時代の
ニーズに合わせた大学教育の在り方を見直していきたい」と平松さんは語る。また本学は東京大学など全国
12大学が集う「教育改革推
進懇話会」に参加し、他大学とも交流するが、これも同課の管轄だ。最近では秋入学について話し合うなど、日本の大学の将来を見据えた情報交換を続けている。　
教育推進課から発信され
るきめ細かな教育情 が、私たちの日々の学習環境につながってい
快適な学び 基盤を
中央機械室にある発電装置
違法駐輪の警告札を付ける学生生活課職員
学生生活課
広報室
教育推進課
施設部
就職課
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万能食品お米の素晴らしさ
自立の始まり相棒との別れは
ジョン・ブレイク（ＰＮ）　　　　　
（社学１年）
梅野なぎさ
e-m
ail  shinbun@
sakura.cc.tsukuba.ac.jp
連絡先 ???????
??
????????????????
?????????
基本的に単一民族・
単一言語国家とされる日本は今、その転換期を迎えつつある。法務省によると日 の外国人登録者数はここ
10年で約
20万人
増加。政府も人口減少対策の一環で、外国人受け入れ方法を検討していくという。だが様々な言語や習慣、価値観 持つ国人といかに共生するかという問題は ま 解決されていない 思
私は小笠原出身だ。
そこでは今でも、欧米や太平洋諸国を先祖にもつ島民が暮らしている。彼らは一目ですぐわかるし、戸籍上カタカナ名の人も多い。だ 彼 が異民族と て別視されることはまず、な 小笠原島民として普通に暮らしているのだ。日本人が多くの外国人を受け入れ共生の道を選ぶのならば、小笠原の歴史に学ぶべきだ。
２月の法務省発表に
よると、日本の外国人は増加を続けておよそ２０８万人となった 一方で、政府の人口減少対策では５月に「 『外国人
との共生社会』実現検討会」が設置されている。だが「実現」という言葉からもわかるように移民受け入れや同化が進む欧米に比べ、日本の対応が遅れているのは間違いない。移民政策に詳しい明石純一助教（人社系）は、その理由として「単一民族国家」として歩んできた日本の歴史を指摘する。日本には移民受け入れの成功談も失敗談もない。だから、異なる民族や文化といかに共生す
るべきか、方向性が立てられない、というのだ。
ここで思うのが故郷・
小笠原だ。私は５歳の時に神奈川から小笠原の母島に移り、本学に入学する
18歳の時まで暮らし
た。欧米などを先祖にもつ島民の日本語は、ほぼ我々のものと同じだったが彼らは時折、自分を「ミー」と呼んだり、難しい日本語だけ英語で話していた。
だが彼らは特別な存
在ではなかった。高校の同級生も６分の１が欧米
系の子孫だったが、違いといえば彼らが日曜日に必ず教会に行くことくらいだ。島の郷土芸能や料理にも多くの外国文化が混在していて、ハロウィンなどの西洋行事も島全体で行った。多文化が入り混じる島社会は島民にとって当たり前だった。
小笠原に初めて人
が住み着いたのは、１８３０年だ。ハワイからの人々や白人が開拓を
始め、太平洋地域や欧米から人々が移住した。明治時代に日本領になると、彼らは帰化し「日本人」となる。そして八丈島などから移住した日本人と融合、独自の文化を築いた。
さらに戦後、米統治
が始まると、日本人は本土に強制送還された。そして欧米系島民だけが居住を許され、学校や職場では英語の使用が強制れた。だが１９６８年、日本に返還され、再び日本人として生きること求められる。言葉や文化も日本に順応せざるを得なかった。
このように小笠原で
は２世紀以上も前から独特の多文化社会が成立してきた。欧米系などの島民は幾度となく国籍が変わったが、彼らは言語や
文化など日本的な要素を自分らに合う形に変化させ適応させ、日本人側もそれに応じた。そして今は皆、 「小笠原島民」としてアイデンティティを確立させている。
日本が移民受け入れ
を進める際の課題は、彼らの多様性にいかに対応するかだ。これまで述べてきたように小笠原はすでにそれを経験している。 もかかわらず、沖縄などの他地域に比べると、小笠原社会に関する学術的研究は圧倒的に少ないように思う 異なる人種の共存社会が構築されてきたその過程を考察することは、日本の行く末を見すえる め 一助になるはずだ。
小笠原での同化、融
合の過程に学ぶ点は多い。
（社会学類３年）
　
　
みなさんにはどのような
相棒がいるだろう。人間、ペット、 植物、 無機物など、そんなものは人それぞれであろう。 なんて個人個人のライフスタイルや性癖によって異なる だ。だから、これから私が書く相棒に関する文章も一個人戯言だと思って読んで欲しい。　
そもそも、相棒とはその
昔、かごを同時 持 仕
　
水谷豊が成宮寛貴を新た
な相棒にして久しいが、さて、お題は「我が相棒」である。あえて言うならば、平砂食堂である。別に食堂の回し者でも いし、ふざけているわけでもない 筑波大学に入学し 以来、僕は自炊をまったくと言っていいほどし ない。横着者とでも、ゆとりとでもののしってもらって構わない。だが、自炊をしない「同志」は意外といるものである。彼らは弁当といった出来合 のものを買うのだ 、平砂食堂を選択する者は数少ない。サークル活
事を共にするものという意味に由来している。このことから考えたとき私の相棒は「白米」 、すなわち「米」の一択であった。 なぜなら、私は彼に何度も助けられいるからだ。　
彼は非常に優秀である。
ちょっと水道で洗ってやり、炊飯器という名の文明の利器に放り込ん やれば食料になるのであ 。冷凍すれば保存もできるし、アレンジも可能、そして何よりおいしい。なくなっても実家に連絡すればほんの数日で我が家にまた来て れる。　
ここでパン派の人から何
か言われそうなのでいくつか言っておくが、パンは確かにうまい。私だって食べる。し し、私にはお金がない。お金がなくて、 のうえ主食で相棒の米が手に入るのにパンを食べる理由が見つからない パンは長期間の保存はできないしアレンジも何か別の食材が必要でお金 かか 。それに比べれば、塩 あればおしく食すことができる米を私は推奨せざるを得ない。　
結局のところ、私の如何
にお米が素晴らしいかということをつらつらと書いただけの文章になってしまったが、これを機会に普段私たちが何気なく食べている米がどれ 優秀か 考え直してもらえれば幸いである。
中村雄太（人文１年）
??
相
今月の???
棒
動で外食する時以外は、平砂食堂で腹を満たすのである。自炊の手間を省くのはもちろん、日替わり定食の栄養的バランス、親切なスタッフの方々など、遠き昔に描いていた、寮で 一人暮らしの理想像が存在するのだろうか、なかなかやめられない。まさに我が相棒、と勝手に思い込んでる。昼は外から見えず 夜は外から丸見えになる謎ガラスに覆われたこの食堂で、 様々なものを見てきた。ハイキングの途中に訪れる多数のおばさま、味噌汁を
レンゲで優雅に飲む白人女性、もはやハロウィンですらない仮装に身を包むコスプレ集団……。 実に面白い。　
この記事を読んで、自炊
の腕に覚え き方でも、自炊を実行している自らの努力を誇ってもら れば幸いである。さて、そう言っている僕も、来年からつ にアパート暮らしが始まり、相棒との別れが待っている。自炊生活は不安でいっぱいだが、なんとかやいきたい 我が相棒と決別するときこそ、我が自立の始まりなのである。
　
文部科学省による 「理数学生応援プロジェクト」 の一環として本学で行われている、
理工農系の学類生の研究活動を支援する「先導的研究者体験プログラム」の参加学生による成果発表会が、２０１３年１月
21日（月）に行われる。会場は３Ａ２０４、 ３
Ａ２０７、 ３Ａ２０９教室。
10時から
17時まで。
　
問い合わせ＝
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（川勝）
　
筑波大学アカペラサークルＤｏｏ─ｗｏｐクリスマスライブ２０１２が
12月
15日
（土）に、つくばカピオ（つくば市竹園）で行われる。　
チケットは前売り・取り置き５００円、当日６００円。小学生以下は無料。当日、
宣伝用フライヤーを持参すると５００円。
17時
30分開場、
18時開演。
　
問い合わせ＝
xm
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筑波大学応援部ＷＩＮＳ 単独公演第２回「桐華祭」が
12月
21日（金）に、つくば
カピオ（つくば市竹園）で行われる。演目は「筑波大学応援歌」 「学生歌『常陸野の』 」「野球応援メドレー」など。　
入場料は無料。
18時
30分開場、
19時開演。
　
問い合わせ＝
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Ｄｏｏーｗｏｐ リスマスライブ応援部ＷＩＮＳ単独講演「桐華祭」
理数学生応援プロジェクト
????
???????
─ビッグバンから生物多様性まで─
現代人のための統合科学
　「現代人にとって必須の科学的素養とは何か？」
　　
現代科学は近代的な産業の基盤になっているだけでく、日常生活の一部にも入り込んでい 。現代人は、そのときどき興味と関心と
必要性に基づいて科学的知識を手に入れることができるが、自己流の学び方ではどうしても偏るし時間もかかる。スポーツと同じで、初心者のうちにきちんと専門家から手ほどきを受けてお た方が後のためにはよい。――本書は、 その「学び」のために、諸科学が紡ぎ出した糸で編んだ継
シー ムレス・ウェッブ
ぎ目のない網としての現代科学の成果を、本学の教
員
18名がわかりやすく俯瞰して書いた現代科学のハンドブックである。
　
練習問題や基本的な用語の解説、科学における発明・発見の歴史年表が含まれてお
り、大学の教科書としても、また一般の読み物や座右の書としても有益な一冊。
　
Ａ
５判並製、約４００頁。３５００円＋税。
小笠原正明、新井一郎、澤村京一
杉田倫明、守橋健二
　
編著
多文 社会 島 学ぶ
木秀穂師範（全日本空手道連盟八段）から、今の僕の原点となるご指導をいただいた。　「お前は運がない。だから空手はもうやめ さい。一方、こんなに適当にやっている学問で、横国大の大学院にいるのは運がある。だから学問に集中して、学問でチャンピオンになりなさい。 」　その時の情景と涙が、
今の僕の原点である。そこには「志」はなかったが、覚悟は決めた。
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ときめき太鼓塾の「筑
波大学ときめき太鼓塾十周年記念公演鼓舞」が、
10月
24日につくばカピオ（つく
ば市竹園）で開催された。会場には地元の住民や本学生ら２００人が来場し、和太鼓を中心とした日本の伝
統音楽を味わった。　
公演は笛の静かな音で始
まった。体の芯まで揺さぶる太鼓の音が会場に響き、塾生全員 大きな掛け声とともに、バチが太鼓に振り下ろされた。 曲調につられ、会場からは時折拍手 わき
上がった。　
公演の最後の楽曲は、塾
生全員が舞台で演奏する「大祭」 。ときめき太鼓塾が代々演奏してきた曲だ 塾長の田代葵さん（日日３年）は「先輩が築いた歴史を感じながら た。これほど大きなホールで公演
塾生の熱気あふれるパフォーマンス
太鼓の音で観衆の心を打つ
　
今の僕の原点は、日本
武道館にある。　
２００１年のこと、も
う少し自分の好きなことをしたいという「下心」から、僕は横浜国立大の大学院に進学 た。ちょうど一橋大学に内地留学をされていた指導教員・中村博之先生に見つからぬよう、横国 体育会空手道部でコーチと試合監督をしながら 大塚に本拠を置く偶成会高木道場で日々けいこをしていた。空手で、チャンピオ
ンになりたかった。　
そんな修士１年の３
月、和道会という流派の世界大会代表選考会に挑戦したが 自分の心の弱さから、元気のよい高校生に逆転負けをした。その直後の関東大会では、ウォーミングアップ中に右足の指のつけ根を７針縫うけがをし、大切な試合を棄権することとなった。こうして修士２年になった４月、日本武道館でのけいこでリハビリしていた際、偶成会の高
　
高木秀穂先生がおっ
しゃったように、なぜか僕には運があった。たまたま、中村博之先生からその時与えられていた研究テーマが「サービスの管理会計」であった。そして、中村博之先生、高橋賢先生、高木秀穂先生は、日本を代表する会計学の「道場」である一橋大学で「けいこ」することを強くおすすめくださった。一橋大学では、廣本敏郎先生、尾畑裕先生、挽文子先生が、僕の
大きな「下心」の上に、学問に生きる誠実な 「士」の精神を植え付けてくださった。すると、筑波大学が僕にチャンスをくれた。筑波大学の学生 先生方は、僕の「士」の精神を鍛え、大きく育ててくれた。　
少年老い易く学成り難
し。一寸の光陰軽んずべからず。　
さらなる幸運に恵まれ
た。 「サービスの管理会計」の研究で、２０１０年度日本会計研究学会学
歌の楽しさを共有する合唱団むく り
　
第
32回定期コンサート
　
筑波大学合唱団むくどり
の第
32回定期コンサート
が、
10月
27日につくばカピ
オ（つくば市竹園）で開催された。　
多くの観客が訪れた今回
は、３年生の最後の舞台。団長の大山直紀さん（教育３年） はじめに「歌をどれほど、どのように愛しているのかを表現したい。ま 、皆さんと歌 楽しさ
会賞をいただいたのである。僕は賞状を片手に、高木秀穂先生のもとへ向かった。 高木秀穂先生は、いつもの意地悪な笑顔で、 「次は世界チャンピオンだな」とおっしゃった。　
僕は、高木秀穂先生の
ような指導者に ろうと思っている。もちろん、世界チャンピオンにも。おかだ・ゆきひこ　
シス情系（会計工学研
究室） 。統計数理研究所客員准教授 筑波大学リサーチユニット「サービス組織の経営学」代表。博士（商学） 。
「世界チャンピオン」 を目指す
空手か 計学の世界へ
岡田幸彦
　
人間総合科学研究科世界
遺産専攻の教員と修了生の活動を紹介した「世界遺産専攻展」が、芸術学系棟１階、２階ギャラリーで
10月
１日から
11月
30日にかけて
開催された。 教員による 「世界遺産写真展」も大学会館アートスペースで同時開催された。世界遺産専攻は、世界文化遺産・自然遺産の保護を通して国際貢献することが目的で、 跡の修復整備などを行なっ いる。　「世界遺産専攻展」に展
示された「世界遺産ワークショップ」のポスターでは、１９９５年に文化に登録された岐阜県の白川郷と２００７年に同遺産に登録された島根県の石見銀山に住む子どもたちを対象としたワークショップについて紹介。 「世界遺産条約ができるまで」という手作り絵本や世界遺産について考えるワークショップを通して、子どもたちに世界遺産である故郷の素晴らしさを伝える活動を報告した。
　
ダンス部を中心としたダ
ンスグループによる公演「ＤＡＮＣＥ
　
ＥＸＰＲＥ
ＳＳ
 
ｖｏｌ・７」が
11月
21日、つくばカピオ（つく
ば市竹園）で行われ、本学生、地域住民などが多数来場した。 ダンス部を筆頭に、よさこいソーラ サークル斬桐舞、ストリートダンスサークルＲＥＡＬＪＡＭ、つくば市内ダン 教室「Ｄ―Ｌｉｆｅダンススクール」 、石渕聡氏（大東文化
を共有したい」とあいさつした。だが、その後の曲紹介では緊張から合唱曲の作曲者を思い出せないまま。このため観客からは笑いが起きるなど、コンサートは和やかな雰囲気で始まった。　
前半は合唱曲とポップ
ミュージックが歌われた。「学園天国」や「明日への扉」など、なじみのある曲
が歌われると観客も手拍子をし、一緒にリズムに乗った。また、 「たっけだっけの歌」や「グリーンスリーブス」では、アカペラやピアニカ、ギターなどの多彩な演出で歌い上げた。　
後半は団員による合唱劇
が披露された。孤独な少女が歌を通して仲間を作り、成長する姿を描い ストーリーだ。 「あんたが どこさ」や「日立の樹」などが歌われ それぞれの曲が少女と仲間を結び付け、次第
に打ち解けていく。最後に「歌が私たちをつないだ。歌はあなたの大切な友達」と語り、 劇を締めくくった　
大山さんは「もっと仲間
たちと歌いたい」と思いを語り、最後にシンガーソングライターのＹＵＩが作詞作曲した「ｆｉｇｈｔ」を歌った。涙をこらえながら歌う団員もおり、観客からは惜しみない拍手が送 れた。　
つくば市から訪れた女性
は「団員の友達に誘われてきた。 楽しんで聞けたので、本当に来てよかった」と興奮気味に話していた。
　　
したのは初めてで、たくさんのお客さんに観せられてよかった。今後もっと大きな会場で公演を開くことができたら嬉しい」と笑顔で語った。　
さらに、塾生が横一列に
並び、隣の人の太鼓を叩き合うなどのパフォーマンスを次々と披露。会場 熱気は頂点に達して、この日１番の大きな拍手が送られ
大・専任講師）による集中講義「運動伴奏法」受講生らの５団体が出演、
15の演
目が披露された。　
最初の演目はダンス部に
よる「ＯＰＥＮＩＮＧ―Ｃａｒｎｉｖａｌ」で、テンポの良いリズムに合わせて、力強く明るい雰囲気のダンスを披露した。続いて行われた演目「伊藤家の食卓」は、祖父母、母、姉弟の５人家族の日常を描作。 テーブルや座布団など、家庭にあるものを大胆に使いながら、家族の団らんを楽しげに演出した。　
また斬桐舞は、出演者が
観客席を回り、来場者とハイタッチするなど、観客を巻き込んだパフォーマンスを披露し会場を沸かせた。最後の演目 「ＥＮＤＩＮＧ」では出演者全員がステージに登場し、拍手喝采で閉幕した。　
来場した女子学生は 「 『伊
藤家の食卓』はわかりやすく楽しげでよかった」と話した。
た。アンコール演奏も行われ、演奏中も手拍子が止むことはなかった。　
来場したつくば市在住の
女性は「 きめき太鼓塾の公演を聞くの ２回目だが感激した。学生のカラーがそれぞれ異なっていて、努力がこちらまで伝わってくる。必ず次回の公演にも行きたい」と感想を語った。（
12面に関連写真）
コミカルな演技で盛り上がる
　「世界遺産写真展」では、世界遺産専攻の教員が撮影した世 の写真を展示。１９８１年に文化遺産に登録された旧エルサレム市街や、
88年に同遺産に登
録されたマリ共和国のトンブクトゥなど 世界中の世界遺産の写真が展 された。 旧エルサレム市街は 「どこの国にも所属し い世界遺産」と題され、宗教施設の管理の複雑さや文化の共存について 問 提示ていた。　
世界遺産写真展を訪れた
本学の女子学生は、 「白川郷に行ったことがあるので、合掌造りの写真が印象
に残っている。どの世界遺産も美しかったので、いつ
か行ってみ い」 と語った。
出演者全員が登場したラストシーン
活動紹介のポスターを見る本学生
　
ミュージカル集団ＥＳＳ
ＡＳＳＡによる第
24回公演
「ＣＲＡＺＹ
　
ＦＯＲ
　
Ｙ
ＯＵ」が
11月７日、１Ｅ棟
１階控室で開催された。会場は満員で、立ち見も出るほど盛況だった。　
ＣＲＡＺＹ
　
ＦＯＲ
　
Ｙ
ＯＵは１９３０年代のアメリカを舞台としたミュージカル。ニューヨークの銀行の跡取り息子なのに、仕事そっちのけでダンスに夢中なボビー。その彼が物件差し押さえ 仕事を頼まれしぶしぶ向か た先、ネバダ州のさびれた劇場で、そのオーナーの娘であるポリー
に一目惚れするというストーリーだ。　
場面ごとに照明や出演者
の衣装が変わるなど数々の工夫が凝らされていた。ところどころにコミカル 演技も交え、会場には拍手と笑いが起こった。　
来場した根本絢子さん
（人文１年）は「歌と踊りに迫力があって、終始見入っていた」と感想を話した。
ダンス部など５団体が共演
DANCE EXPRESS vol.7
多種多様な演技を見せる
世界 産での活動を紹介専攻展・写真展 ＥＳＳＡＳＳＡ
　
第
24回公演
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本学の国際戦略は海外
事務所を設置し、▽海外の大学や研究機関との共同研究▽留学生の誘致▽日本人学生の海外留学▽学生同士 学術交流▽留学したОＢОＧのコミュ
　
本学は２００６年５月
にチュニジアに初の海外事務所 （チュニス事務所）を開設し、
12年まで計５
カ国６カ所に事務所を拡大した。 辻中豊副学長 （国際担当）によると 今後インドネシア・ジャカルタなど新たに別な４ 国にも海外事務所・拠点を開設したい意向だ。だが事務所などの活動はあまり知られていな 。その実情を交じえ、 本学の 「国際戦略」 を取材 。
（梅
野なぎさ、小川玲、平嶋健人＝社会学類、倉沢美紀＝国際総合学類、加藤茂行＝地球学類）
?????
???
???????
????
??
概論　本学の国際戦略を推進するのが国際部だ。同部で企画・立案を担当する一方、
現在、 「海外大学共同利用チェニス事務所」の副所長も務める森尾貴広准教授に話を聞いた。　
11月５日、森尾准教授は
北アフリカ・アルジェリアの北西部にあるオランにいた。オラン科学技術大学で開かれた日本留学の説明会で、本学紹介のプレゼンを行うためだ。集まったのは現地の学生・教員ら約８５０人。 「説明会では自
　
私は三井物産を退職後、
チュニジアとアルジェリアでＪＩＣＡ（国際協力機構）の仕事をしてきましたが、２００９年
11月に「海
外大学共同利用チュニス事務所」 （本学チュニス事務所）の設置を機に、現地駐在のコーディネーターとなりました。現在、１年の大半をここチュニスで働いております。実は私は、ＪＩＣＡ時代、本学 先生方が学術セミナーでチュニジアに来られた折にお世話させて頂いたことがあり、今また本学の現地事務所で働くことに奇妙な縁を感じてります。
　
現地コーディネーターの
役割はひとことで言うと、日本側と現場との橋渡しですが、▽現地関係者との交渉や調整▽ロジ▽現地からの問い合わせの日本側へ取り次ぎ……など仕事は多岐に渡ります。　
とは言え、アラブ社会で
どのよう 日本の仕事のやり方を実現するかに悩む日々でもあります。当地では「時間厳守」の考え方も日本と違いますし、 「神の御心のまま」という意味の「インシャラー」 が実は 「ノー」の意味で使われて たり、相手と十分話したはずのものが当日になって全然実現してないこ など、日本とは生活習慣や考え方いろいろなギャップがあります。それでも、当事務所が日本の全大学 拠点として役割を果たしている中で働くことで、今までの人生の中で１番の充実した時を過ごさせて頂いております。
　
これからの大学は文科省
の事業を待たずとも、国際化について自発的・本格的な取り組みを行うことが緊急課題です。ですが、本学は縦割りの組織が硬直化している面もあるように感じられます。国際戦略室・国際部が中心となり、統一性・整合性のある本格的な国際化が本学で早急に確立されるよう望んでやみません。また社会・国際学群というユニークな学群を持つ本学が日本の大学の国際的展開・活動のイニシアティブを取る日 来ることを期待しています。　
最後に、本学の学生諸君
も、パイオニアスピリットや冒険心、好奇心を持って大いに海外と交流して頂きたいと思います。まずは本学が他 学の範たる活動誇るマグレブ（アフリカ北西部）諸国を訪問下さい。いざとなればプライベート視察旅行のお手伝 もさせて頂きます。
（本紙へ寄稿）
　
ベトナム・ホーチミン市
に本学３番目の海外事務所「ホーチミン事務所」がある。ベトナム人学生を本
学に呼び、また本 をベトナムに送り出す窓口として、 国際戦略の一翼を担う。同事務所長の大根田修教授（医学医療系） 、同事務所国際連携コーディネーター松澤暢子さん（国際部国際企画課）に話を聞いた。　
２００５年の大根田教授
のベトナム視察をきっかけに、本学とベトナムとの関係は始まった。ベトナムは当時、日本の大学にそれほど注目されておらず、首都ハノイに他大学 拠点が一つあるのみだった。だが、大根田教授が実際に現地大学を訪れ と、図書館に
は人が溢れていて入れない。教室に入りきらない学生は廊下に座り込んで黙々と勉強していた。そんな光景を目の当たりにして「ベトナムの将来性を感じ、この国との関係を深めていきたいと思った」と大根田教授は振り返る。　
09年に事務所が
開設後、本学へ留
学するベトナム人学生の数は年々増え、現時点では
59
人いる。事務所ではベトナム人留学生とベトナムへ行く本学生を増やし、両国の学生の相互理解を深めることを目的に、さまざまな活動を行う。　
なかでも、本学への留学
を希望する現地の学生の支援や本学生と現地学生の交流支援が主な活動。ベトナムは人と人との関わり合いを大切にする文化があり、大根田教授は「日本では現在、メールや書面でのやりとりが増え、人と話すこが少なくなった。ベトナムに来た本学生には ベトナムで人とのつながりを肌で感じてほしい」と話す。
?????
??????
　
海外事務所の支援などを
得て、本学で学ぶ世界各国の留学生は、約１７００人（２０１２年５月時点） 。彼らは本学での学業・研究生活についてどう感じているのか。ベトナムからの留生２人に聞いた。　「大学として留学生が安心して研究できる環境を整えてほしい」 。 現在、 日本語ベトナム語に関する応用言語学の研究を行うグエン・ティ・ミンさん（
31歳、文
言１年）はそう話す。
　
ミンさんは昨年、来日。
本学で研究を始めた。５歳の娘の他、夫（
37）も「家
族で一緒に暮らしたい」 と、ベトナムで 技術者の職を辞め、今年来日した。研究に忙しいミンさん 代わり夫は、昼間は長女の育児を担当。このため日本語の習得に意欲を燃す夫は、日本語の夜間クラスを探したが、 結局見つからなかった。　
ミンさんは、 「夜間に日
本語を学べるようなシステムを充実してほしい」と話す一方で「一般的に日本語のできない留学生は、アルバイトを見つけるのが困難。それ バックアップし
てくれる体制も整備したらどうか」とも話す。　
ダン・バ・ハック・チエ
ウさん （知機３年） は
01年、
21歳の時に来日した。 「当
時ベトナムはまだ非常に貧しく、日本のような先進国にみな大きな憧れを抱いていた。そこで への留学を決めた」と話す。東京や広島で日本語や専門の工学の勉強 し、大学３年次に本学の工学システム学類へ編入した。その後 修士、博士課程で学び計７年間本学で過ごしてきた。　
本学での研究生活ついて
「指導教員がとてもよい。説明が丁寧だ」と話す。ベ
八幡暁
あ き
彦
ひ こ
チュニス事務所
分が本学の顔になる。本学の印象をどう与えるかは自分次第」 。そ 考 緊張した、という。　
今回のプレゼンで
は本学の特色を「研究学園都市にいる研究者たちの指導も受けられる」などと強調した。プレゼンの
 
後には、名前や連絡先など参加者のデータをこまめに回収帰国後、 これらの人々に本学の情報を発信していくことからすべてが始まる。例えば、帰国後もメールで、本学への留学希望者の相談にこまめに乗る。 「奨学金はどうすれば取れるか」などの質問が多い。留学の志望動機 は漠然としたものも多く、 「日本に留学したいなら、ちゃんと研究を
ホーチミン事務所で開かれた日本語教室
コーディネーター
さん
森尾貴広
国際部
准教授
海外事務所の活動
本学と海外をつなぐ
　
今年の７、 ８月には現地
学生を本学に招き、本学生とともに研究体験をする「サマースクール」が行われた。また８月には人文社会系の教員 大学院生がベトナムへ行き、日本への留学が既に決まってい り、留学を希望する学生を対象に日本語、日本文化を教えるクラスも開かれた。両イベントとも定員約
15人のと
ころ１００人程度の応募があり、人気の高さがう がわれた。　
その他にも、ベトナムの
大学との協定締結や、日本
ニティの充実▽本学研究の紹介活動……の促進などを目指す。本学では北アフリカや中央アジアなどの研究に力を入れており、これまで海外事務所はこれら 地域 中心に設置している。国際部の森尾貴広准教授とチュニジア、ベトナムの事務所関係者ら 本学の海外での活動の実態を聞いた。
の大学が留学生受け入れを進める文部科学省の事業「グローバル
30」の現地入
試が同事務所を通じて行われている。また今後は、同事務所のテレビ会議システムを学生が活用するイベントも視野に入れており、松
澤さんは「学生に（ベトナム
に）窓口があることを周知し、どんどん利用してもらえるようにしたい」と意気込む。　
本学とベトナムとをつな
ぐホーチミン事務所。今後も学生、教員らのつながりをさらに広めていくため活動を展開していく。
行いたいという明確な意思が必要」などの助言も欠かさない。留学申請書類の書
き方などもこまめに指導。これらを通じて、将来本学で学ぶ可能性のある海外の学生を「育てる」のも国際部の職員の役割だ。　
今後、本学の存在
価値を高めるためのカギの一つは「いかに優秀な留学生を本学に呼び込めるか」だと森尾准教授は話す。優秀な留学生が帰国後、本 との関係を維持して、仮彼らが教授になればその「弟子」らも本学に留学しに来る。
そうすれば自然と国際的な高度なネットワークが構築きる。これは大学の価値向上にもつ がり、大学経
営にも貢献する。森尾准教授は「これらの結果を出すためには地道な活動を長く続けることだ」とも話す　
森尾准教授の手元には説
明会に参加した留学志望者の名前・連絡先を書いた分厚い紙の束があった。 「これが何よりも自分たちの成
果のすべて」 。森尾准教授はそう話す。
無論、国際部では現地
の大学や研究機関と共同研究を行う本学教員の橋渡し役も務めている。現地の大学について、どの分野にどのような研究者が かなどの情報提供に始まり、現
トナムの大学ではゼミがなく、講義があるのみで、卒業論文の指導も３、 ４回受けるのみだという。だが本学では、毎週１回ゼミがあり、他の学生の研究成果に対する教授の的確な指導もある。 「自分 知識を大きく広げることが きた」とチエウさんは話す。 「約束を守る、計画的に物事を進めるといった日本社会に根付く優れた考え方も学べた」とも語る。ベトナムでは日本などの先進国への留学が年々増加。世界の優れた技術を学び、取り入れていく中で、 「ここ
10年で飛
躍的に社会 発展し 人々の暮らしも豊かになった」（チエウさん）という。
学生と 生をつ ぐ
地に赴いた際の交通案内、宿の手配まで行う。 「途上国では、人脈が重要だ。現地にいきなり行っても、物事はスムーズに進まない」（森尾准教授） 。これらの活動では、現地の事情に精通した本学の海外事務所の職員が大きな力になる。
日本語教師 充実
留 希望者を育てる
???
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????????????
?????????
?????????
??
???????
?????????
ベトナム 中国北アフリカ 中央アジア ドイツ
????????????
（2002～11年）事務所設置地域の留学生数
????
???
???
???
???
事務所設置で留学生急増
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遺伝学の研究に広く用
いられているショウジョウバエの遺伝子名には、命名者の〝遊び心〟が込められたものが多 。例えば、それがないと１つの根毛から必ず２本の体毛が生えてくる「ムサシ」遺伝子。日本の研究者発見したもので、二刀流で名高い宮本武蔵にちなみ命名された。　
本学の丹羽隆介准教授
（生環系）が新たに発見し、名付けた遺伝子 もユニークだ。 その名も 「ネバーランド」 では、この遺伝子の働きとは何なのだろうか。そもそもな
　
娘の友達である「編集
長の果奈さん」から依頼が来た。今年の夏、彼女が静岡に遊びに来たとき食事をともにし、筑波の話で楽しいひとときを過ごした。数カ月して、 「卒業生の手紙」 お願いたいとメールで依頼が来たのである。　
私が入学したころは、
開学して３年目ということもあり、学内道路は一部舗装されておらず、雨
が降ると長靴で通学するのは当たり前だった。当時から「開かれた大学」と言われてい が、林を切り拓いてできた大学 いう印象の方が強かった。
私は、昭和55年に卒業し、
静岡の体育教員となった。
15年
間で高校を３校回った後、自分の思いとは裏腹に、
15年間行政
に携わり、その内の９年間は２巡目の静岡国体の準備を努めた。１巡目 国体が開催された昭和
32年
は、私の生まれた年であり、父親 ハンドボールの監督として国 で優勝
している記念すべき年でもある。
１巡目の国体で多く
の来場客をもてなした花が「トレニア」で、県内の各会場で咲いていたと聞く。この時のトレニアはとても強く、毎年夏に
なると花を咲かせては、種を散らし、翌年また咲くのであ 。国体開催の２年前であったろうか、
花好きの両親が近くに住む方の庭先で当時から咲き続けるトレニアと出会い、少し分けていただいた。それがきっかけとなり、２巡目の国体でもこの花で来場客を迎えようという話が持ち上がった。農業高校の先生の御指導のおかげで、生徒達が小さな種 一生懸命集め、大会までに丹誠込めて育て、県内各会場地に配られた。約半世紀
前国体会場で咲いていたトレニアの花は、今でも家の庭で咲き続けている。
望月 直
なおし
 
視点
ぜ「ネバーランド」なのだろうか。今回はその研究の内容と命名の由来にせまる。　「ネバーランド」遺伝子を語る上で、欠かせないホルモンがある。ショウジョウバエの発育時期を調節する「エクジステロイド」というホルモンだ。これは脱皮の時期になると前胸腺という胸部の内分泌器官で作られる。ホルモンが適切なタイミングで分泌されるおかげで、ハエを含むあらゆる昆虫の幼虫は脱皮を繰り返し、成虫へ変態することできる。
　
エクジステロイドの元
の成分はコレステロールだ。複数の酵素が働くことでコレステロールはエクジステロイドに変わる。この過程で必要となるのが冒頭の「ネバーランド」遺伝子。この遺伝子がホルモンを作る際に不可欠な、酵素の発生を調整するのだ。　「ネバーランド」遺伝子が正常に機能しないとどうなるか。エクジステロイドが分泌されなくなるため、ハエは幼虫（ウジ虫）のまま、脱皮をしないで一生を終えてしまう。つまり〝永遠に大人
にならない〟 。丹羽准教授は「ピーター・パン」に登場する、子どもが大人にならない世界「ネバーランド」 ちなみ命名したのだ。　
丹羽准教授は現在、生
物の栄養状態や周囲の温度状況によって脱皮の時期がどのように変わるか、 「ネバーランド」などの遺伝子がそれにどのように関わっているかを調査している。今はショウジョウバエに限定した研究だが、この研究は他の動物の研究にも応用できるという。 「ハエ究でわかったことを、人
の遺伝子の働きを理解する突破口にしたい」と丹羽准教授は期待する。
　
　
なぜ遺伝学の研究者は
「ネバーランド」のようにネーミングに 〝遊び心〟を持たせるのだろう。　
丹羽准教授によると、
世界で初めて遺伝子を発見して命名しても、論
文になるような成果を出さない限り「本当の命名」にはならない。世界各国の研究者に研究が認知されては
じめて、命名した遺伝子名は公式名となるそうだ。ネーミングは成功の証し。それだけに名前に凝る研究者 多い。　
同じ遺伝子について、
複数の研究者が研究成果を競う場合、それぞれが別々の名前を付けようと
海外に出ることは、
それ自身が大いなる「自己教育」だと思う。
筆者は、昨年１年間
ボランティア活動を目的にベトナムのハノイに滞在した。そこで現地の大勢の大学生たちと触れ合ったが、彼らのバイタリティには大いに啓発された。彼ら 中 は、将来、国際社会で活躍しようと毎晩２時間英語や中国語を学ぶ人や、日本でビジネスを起こしたいと一生懸命日本語を学習する人もいた。そこには日本の 生と全く違う雰囲気があった。彼らのやる
気を見て「自分ももっと勉強しなければ」と思ったのを覚えている。　
今回の取材では、本学
のチュニス事務所（チュニジア）で働く八幡暁彦さんがこう指摘したのが印象深い。 「本学生にはパイオニアスピリットを持って海外と交流してほしい」 。またホーチミン事務所長の大根田修教授は 「研究を行いたければ、海外事務所を活用してほしい」と話した。　
いま「国際化」が叫ば
れる。幸 本学は、海外事務所を充実させるなど、日本人学生の留 を促進する体制づくりが進む。これらを利用しない手はない。
　
殆どのバッタは冬になる
と姿を消すが、ツチイナゴは例外的に成虫のまま冬を越す。ご覧のように成虫は枯れ草の中で目立ちにくい
鑑
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波
図
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褐色を呈するが、幼虫は鮮やかな黄緑色だ。いずれの状態でも特徴的なの 眼の周りに刻まれた涙のような模様である。寒空のもとじっと冬を耐え忍ぶ彼らが流す涙は、私を魅了してやまない。　（写真・文＝武藤将道、生物２年、 野生動物研究会）
生物の成長メカニズムを研究
ネバーランド
宿、交通機関の手配まで！
現地の研究者の紹介
する〝命名合戦〟が白熱することもしばしばある。無論その場合の勝者は、研究が成功 、それが認められた人間だ。丹羽准教授は「世界に先駆けて遺伝子に本当に名前を付けられることが研究の原動力のひとつなんです」とネーミングへのこだわりを語る。　「ネバーランド」という名前を巡っては「 （インターネット掲示板の）２ちゃんねるで話題にされてね」と丹羽准教授は苦笑する。だが、それだけ准教授の名付け ユニークでインパクトがあったということだ。丹羽准教授の次なるネーミングを楽しみに待ちたい。
（平嶋健人＝社会学
類１年）
????????
???
??
静岡市立清水商業高
本学は現在、北アフリ
カ、中央アジアなど、世界５カ国６カ所に海外事務所を持つ。辻 豊副学長（国際担当）によると今後、サンパウロ（ブラジル）やャカルタ（インドネシア） 、韓国やアメリカに海外事務所・拠点を拡充していきたい意向だ。海外事務所・拠点をどう選んでいくか。その基準や狙いを取材した。　
本学では海外事務所など
の設置を国際化に けた重
要な施策の一つとして位置付けてきた。現地の留学希望者を支援したり、本学と現地の大学 どと 共同研究をサポートする役割がある海外事務所なしには、国際戦略は成り立たない。
海外事務所・拠点の戦
略は、２００４年に発表た「筑波大学国際連携 リシーペーパー」に基づく。同ペーパーで 北アフリカ、中央アジア、中国のような古くから東西の文化・技術の交流の舞台となった地域との交流に重点が置かた。 「欧米中心 学問研究パラダイムからの転換」を目指すもので、本学がチ
ュニスや北京、タシケントなどに事務所を設置したのは、 このような背景がある。
一方で、今回、辻中副
学長が本学の海外事務所・拠点拡充の意向を示した背景には、先進国・アメリカに加え今後、経済的に発展するインドネシア、ブラジルなどとの関係を強化、世界中に広範なネットワークを形成する狙いがある。同副学長は、 「欧米先進国や中国など、日本とゆかりのある地域に加えて、これらの（経済発展 続ける）地域と連携することで、 学の研究にも厚みが出る」と話している。
本学では、日本人学生
を積極的に海外に送り出すためのプログラムも整備しつつある。その代表が、最短で５年間 うち 留学と学士・修士課程修了をこなす計画。来年度から１期生の選抜を行う。また、学生交流で授業料不徴収などの協定を持つ海外の大学（協定校）の情報や、留学に関するノウハウを一括管理するデータベース「ＴＩＩＮＮＳ」 （筑波国際ネットワーク集約ナビシステム＝本紙訳） 整備も進める。
◆グローバル人材育成
５年のうちに留学を行
う一方で、学士・修士の獲得も目指すのは本学の「ローカル最適なグローバル人材育成：地域研究イノベーション学位プログラム」 。文部科学省が実施する「グローバル人 推進事業」の助成対象で、学士課程３年次から留学先を決定。２ 間その地域の言語や地域研究を行う その後修士課程入学後に協定校への留学などを行い、帰国後は修士課程修了を目指す。
対象は人文・文化学群
と社会・国際学群の学生。修士課程の早期 了を視野に入れることで、学生の卒業時期や就職活動への遅れをなくす計画だ。
国際戦略室長の北脇信
彦教授は「今回のプログラムをきっかけに、留学を希望する学生全員が留学できる仕組み 構築していく」と話す。今後はフレッシュマンセミナーの時間を使って、新入生向けに説明していくことも検討中だ。
◆「ＴＩＩＮＮＳ」
　　
　
協定校の情報を学内で共
有できる仕組みも整備しつ
つある。国際部の森尾貴広准教授によると、留学協定校の情報は十分学生に伝わっていないのが現状だ。この問題を解決するため、国際部が考案したデータベースが「ＴＩＩＮＮＳ」で協定校の留学情報や教員の情報をネットワーク上で一括して管理。１年程度で本格
的運用に入ることを目指す。 「ＴＩＩＮＮＳ」を用いると、帰国留学生や本学の留学経験者と連絡が取れ、彼らのアドバイス
を受けるきっかけになるなど、広範な利用方法が期待できる。森尾准教授は「このシステムで、本学協定校 学生、教職員の
つながりを広げていきたい」と話した。 （ＵＲＬ＝h
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協定校との交流促進
　
今、花屋でトレニアを
買うと、長くても２～３年しか持たないそうである。半世紀も生き続けるたくま い遺伝子は、きっと厳しい環境の中で培われたに違いない。整い過ぎた環境で生活している人間は柔になってしまわな か、この先心配になるのは私だけであろうか。今の学校で本当教えなくては らないとは、結果を出すノウハウを身につけさせ ことではなく、学問を通して自分の未来を切り拓 、たくましい心 身体を育てることかもしれない。筑波の素晴ら 学習環境を生かし、これから予想される厳しい人生に立ち向かう力を身につけて欲しい。
（昭和
54年度体
育専門学群卒）
さん
人生に立ち向かう力強さを
遺伝子の名前にこめた想い遺伝子
副校長
撮影地＝虹の広場
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「来年は関東、全日本優勝狙う」
男女ともに決勝進出
第
23回関東大学対校テニス選手権大会
　
ラグビー関東大学対抗戦
の青山学院大戦が
11月４日
に埼玉県営熊谷ラグビー場（埼玉県熊谷市）で行われ、
78―０で快勝した。本学は24日に日本体育大と対戦
し、５勝１敗で現在同率２位。　
青山学院大戦は秋晴れの
中、試合が始まった。試合開始直後に連続攻撃を仕掛け、粕谷俊輔（体専３年）がトライを決め先制点を奪う。同大の激しいディフェ
４区羽田智香と５区新山美帆のたすきリレー
全日本学生柔道 体重別団体優勝大会
男子団体準優勝
東海大に一歩及ばず
女子団体準優勝第
31回全日本女子学生剣道優勝大会
星野関東大学リーグ戦・全日本大学選手権
第 30 回全日本大学女子駅伝対校選手権大会
３位入賞、来年のシード権獲得
　
第
30回全日本大学女子駅
伝対校選手権大会が、
10月
28日に仙台市陸上競技場
（仙台市宮城野区）周辺で行われた。本学は９年ぶりの出場となったが、２時間７分
41秒で３位という好成
績を収めた。今大会の結果により、 来年の同 にも、予選に参加することなく出場できる。　
本学のチー ムはこれ
まで、１９９９年大会２００１年、
02年大会で優
勝しているが、
03年で７位
になってからは全国大会出
場から遠ざかっていた。しかし今年は久
きゅうまはるか
馬悠（体専１
年） 、 萌（同）姉妹を筆頭に、実力ある１年生が入部し、９月に行われた関東大学女子駅伝で大会新記録をマークして優勝。全国大会へと進んだ。６人のうち４人が１年生の若いチームで、今後の活躍も期待される。　
１区大森由香子 （同２年）
で
10位と順調なスタートを
きり、２区久馬萌で５位、３区久馬悠では立命館大、佛教大に次ぐ３位に浮上。その後も上位の顔ぶれは変わらず、連覇を果たした命館大と１分
36秒差の３位
でゴールした。　
陸上競技部中・長距離ブ
ロック主将で６区を務めた上野泰加（人文３年）は、「みんなが自分の力を出し切り、目標の６位を超える結果を出すことができた。来年は関東・全日本の両方
　
有田祐二監督（体育系・
講師）は、 「今回は相手も強かったが 選手の実力が出しきれていない試合も多かった」と語った。
　
　
全日本学生柔道体重別団
体優勝大会が
10月
27─
28日
にベイコム総合体育館（兵庫県尼崎市）で開催された。今大会は、７人で一つのチームを組む団体戦。本学は男女共に出場し 男子は準優勝を果たし、女子は３回戦で敗退した。　
男子は決勝戦で東海大と
対戦。昨年も決勝戦で同大と戦い、敗れている。　
先鋒、藤田湧平（体専４
年）は高藤直寿と対戦。序盤、藤田は高藤に一瞬の隙を突かれ、 有効を取ら る。その後、足技や寝技 駆使するが攻めき ず、優勢負け。続く３試合はすべて引き分けで五将へと移る。五将、森下純平（同）は本間大地の猛攻に、なかなか攻められず 指導を二つ受ける。森下はそのままポイントを取れず、優勢負 とる。　
副将戦、小林悠輔（同１
年）は穴井航史と対戦。後がない小林は強気に技をかける。 だが相手もひるまず、一進一退の攻防が続く。双方決定打に欠け、副将戦は引き分けに終わる。この時点で、０─２で本学の敗退が確定した。だが大将戦で永瀬貴規（同）が合技で一本勝ちし、一矢報いた。
　
関東大学バスケットボー
ルリーグ戦が、９月１日から
10月
28日にかけてつくば
カピオ（つくば市竹園）など関東各地で行われた。男子は４位、女子は５位の結果となった。　
男子は
10月
28日に早稲田
大と対戦。序盤はリードしていたが、徐々に早稲田大
の勢いに押され、第２ピリオドで逆転を許してしまう。しかし第４ピリオドで３Ｐシュートやカウンターが効果的に決まり、点差を詰め寄ると、残り１分でついに逆転に成功 そのまま振り切り、
83─
73で逆転勝
利を収めた。　
男子の吉田健司監督（体
育系・准教授）は「後半に入り、チームにケガ人 出
て失速してしまったが、大きく負けは なかったため、インカレに向けて上々の出来だった」と語った。　
女子は
10月
21日に松蔭大
との最終戦を向かえた。前半は同点で押さえるも、最後は
73─
76で敗れた。
　
個人賞は以下の通り。 【男
子】優秀選手賞＝星野拓海（体専４年）　　　　
◆
　
全日本大学バスケット
ボール選手権大会は
11月
19
―
25日に代々木第二体育館
（東京都渋谷区）などで行われた。男子は５位、女子は４位の成績を収めた。　
男子は
25日に専修大と５
位決定戦を行った。
81―
81
で延長戦へもつ 込み、同点で迎えた残り１秒、砂川貴哉（体専４年）がシュートを決め、
91─
89で接戦を
制した。　
女子は
23日の準決勝で大
阪体育大と対戦するも、前半で
12点差をつけられ敗
退。
24日の３位決定戦では
拓殖大と対戦。一進一退の
　
第
23回関東大学対抗テニ
ス選手権大会が、
10月
20日
から流通経済 （茨城県龍ヶ崎市） などで開催され、男女ともに決勝トーナメントへ進出した。　
男子は予選リーグで東京
農業大、流通経済大と対戦し、 どちらも５─０で快 。流通経済大戦ではシングルス、ダブルス全ての試合で合計２ゲームしか落とさな
いなど、圧倒的な力を見せつけた。しかし決勝トーナメント１回戦で早稲田大に０─５と完敗した。　
女子は日本体育大と対戦
し、３─２と辛勝。だがその後の東京大戦で５─０、東京女子体育 ４ １と勝ち抜き決勝トーナメントへ進出した。初戦の学連選抜戦では４─１で 利したが、２回戦で専修大に２─３と惜敗した。
青山学院大に勝ち現在２位
初優勝の可能性も
ンスで攻めの姿勢を崩されることもあったが、前半終了時点で
40―０とリードを
広げた。　
途中はミスが多くなり、
苦しい時間が続いたが、山下昂（同４年）のトライにより再び流れをつかむ。その後もトライを重ね、合計
12トライで勝利した。
　
主将の内田啓太（同） 、
「戦い方や攻めるときの判断など、たくさんの反省点があった試合だった」と振り返り、残りの試合については「負けられない試合な
ので勝ちにこだわって戦いたい」と、改めて気合いを見せた。　
24日の日本体育大戦も序
盤から本学が得点を重ね、
　
第
63回全日本学生バドミ
ントン選手権大会が
10月
19
─
25日にかけてグリーンア
リーナ神戸 （神戸市須磨区）などで開催された。
　
男子団体はベスト
16、女
子団体はベスト８の成績を収めた。また女子個人では山本しずか（体専４年）ベスト８をはじめ、３人がベスト
16に入った。
　
男子団体は１回戦、３─
　
第
86回関東大学サッカー
リーグ戦の後期日程が、９月
15日から
11月
25日にかけ
て味の素スタジアム（東京
都調布市）などで行われた。後期日程の結果は６勝５敗。前期日程を合わせた総合成績は
11勝
10敗１引き
分けの勝ち点
34だった。
12
チーム中６位と総合では振るわなかったが、個人成績では赤崎秀平（体専３年）が得点ランキング１ 上村岬（同）がアシストランキング２位になる どの活躍をみせた。　
前期日程を全体５位の上
位で折り返し、後期日程の初戦でも８─１で慶應義塾大に圧勝。だが、流通経済大戦から３連敗、悪い流れをひきずってしまったかに見えた本学。しかし、神奈川大戦では勝利し、東京学芸大戦も中野嘉大（同２年）のゴールなどで逆転勝利。続く明治大戦では前半をリードして折り返した後に、車屋紳太郎（同）の１アシスト１ゴール 活躍などで追加得点し３連勝した。中央大戦では曽山慶太（同３年）らが得点、国士舘大戦では赤崎の２ゴールの活躍によって勝利。リーグの最後を２連勝 締めくくった。
で優勝することを目標に、これからも努力を続けていきたい」と喜びを語った。　
個人の結果は以下の通
り。▽１区（５・８㌔） ・大森由香子＝
18分
55秒▽２区
（６・８㌔） ・久馬萌＝
22分
大将戦で惜敗
78─０で快勝した。関東大
学対抗戦は、
12月１日の帝
京大戦と続く。同大に勝利すれば関東大学対抗戦で初優勝となる可能性がある。
０で九州共立大に快勝するも、続く２回戦では早稲田大を相手に０─３で敗れ、ベスト
16に終わった。
　
女子団体は１回戦、２回
戦ともに３─０で勝ち進むも、３回戦で日本体育大を相手に１─３で敗れ、ベスト８となった。　
女子個人では、山本のほ
かに漆崎真子（同２年）と井上亜沙美（同１年）が４回戦まで勝ち進み、ベスト
16となった。山本は続く
準々決勝に進出するも１─２で惜敗し、ベスト８という結果になった。これにより山本は
12月４日から開催
される第
66回全日本総合バ
ドミントン選手権大会への出場が決まった。　
吹田真士監督（体育系・
助教）は「女子団体の優勝を目指していたが、叶わなかった。今回 男 とも成績が振るわなかった 、今回の反省点を踏まえ、今後に向けて練習に励みたい」と話した。
19秒▽３区（９・１㌔） ・久
馬悠＝
29分
35秒▽４区 （４・
９㌔） ・羽田智香（体専１年）＝
16分８秒▽５区（４・
０㌔） ・新山美帆（同）＝
13分
46秒▽６区 （８・０㌔） ・
上野泰加＝
26分
58秒
青山学院大戦で攻めこむ本学選手
女子団体は成績振るわず山本
　
関東大学リーグ赤崎が得点王
全日本学生選手権大会
試合が展開されるも、終盤で相手にリードを譲り、
74
―
82で３位の座を逃した。
　
女子の大高敏弘監督（
育系・教授）は「昨年より順位を一つ落とした 、ベスト４に入れて良かっ 。下級生が自信を けたので次の大会に向け総合的に力を伸ばしたい」と話した。　
個人賞は以下の通り。 【女
子】優秀選手賞、３ポイント王＝伊集南（体専４年） 、アシスト王＝藤岡麻菜美（同１年）
バ
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ラグビー関東大学対抗戦
　
第
31回全日本女子学生剣
道優勝大会が、
11月
11日に
春日井市総合体育館（愛知県春日井市）で行われ、本学は準優勝に輝いた。　
初戦から順調に勝ち上が
り、決勝で鹿屋体育大と対戦した。先鋒は引き分けたが次鋒で面を取られ、 中堅、副将で引き分けた。大将戦では山口美紀（体専４年）が面を取られ、０─２で勝利を逃した。
　　　　　
◆
　
第
60回全日本剣道選手権
大会が、
11月３日、日本武
道館（東京都千代田区）で行われ、本学ОＢの高鍋進六段（平成
11年度体育専門
学群卒・神奈川県警）が３位に入賞した。　
高鍋は前人未到の３連覇
を目指したが、準決勝で木
和田大起六段（大阪府警）に敗れて優勝を逃した。　
試合前は 「こういった （３
連覇の）挑戦ができる機会は２度とない」と話していた。剣道の全日本選手権での連覇 難しく、過去に達成でき のは高鍋氏の師匠にもあたる宮崎正裕八段のみだった。　
今回で同大会への出場は10回目。
36歳での３連覇へ
の挑戦。木和田選手を相手にお互い一歩も譲らない。つば競り合いでのけん制の合間に攻撃を仕掛けていくが、７分後半に小手を決められた。　
試合後は「相手の方が上
だった。足が止まって手元が浮いたところを打たれ
た」と語ったほか 「これで
10度目という区切りの出
場。残念な気持ちと完全燃焼した気持ちがある」と引退の可能性も示唆した。
苦戦を終え６位
、
全日本に出場決定
、
伊集が優秀選手賞に
で開催された。会場には学内外から約２５０人が訪れ、ロンドン五輪やパラリンピックに出場した本学関係者６人が大会の感想などを話した。　
トークショーに出席した
のは、ロンド 五輪柔道男子
60㌔級で銀メダルを獲得
した平岡拓晃選手（了徳寺学園職・体育２年） 、女子
78㌔超級で銀メダルを獲得
した杉本美香選手（コマツ・平成
18年度体育専門学
群卒） 、女子
78㌔級の緒方
亜香里選手（体専４年） 、女子
48㌔級の福見友子選手
（了徳寺学園職・平成
21年
度体育修了） 、 パラリンピックに出場した水泳の山田拓
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ライバルはいつも隣に
の
秋季スポーツ・デー
本学でもスポーツの秋
親子ランナーに歓声あがる
晩秋のつくばを走るつくばマラソン　今年
10月に行われた全
日本大学女子駅伝対校選手権大会。紅葉を背に２区、３区を爽快に走るのは、久馬悠・萌（体専１年） 。ポニーテールを揺らして走る姿が特徴的な双子 姉妹だ。５０００、 １００００㍍を専門としている。　
開催地は仙台。初めて
走る場所だったため、最初はペースが定まらなかった。不安なまま走っていたが、声援に後押しされた。妹・萌は
10位で
たすきを受け取り、５位で姉・悠につなぐ。悠区間２位の好走で、３位まで順位をあげた。 結果、本学は９年ぶり 全国大会出場にして３ 入賞の快挙、さらには
10年ぶり
のシード権を獲得した。　
チームに栄光をもたら
した二人の武器は持久力だ。他選手と比べると小柄で歩幅が小さく、ランナーとしてはあまり有利
　「Ｌｏｎｄｏｎ２０１２オリンピック・パラリン
ピックトークショー」が、
10月
31日に大学会館ホール
ロンドン五輪・パラリンピックトークショー
大舞台での秘話を語る
２５ 人の来場者で大盛況
　
ＦＩＦＡ
　
Ｕ─
20女子
ワールドカップジャパン２０１２に出場した猶本光（体専１年）が、指導に当たる西嶋尚彦教授 （体育系）と共に
10月
22日、清水一彦
副学長（総務・人事担当）らを表敬訪問し、銅メダル獲得を報告した。　「ヤングなでしこ」の愛称で親しまれるＵ─
20女子
チームは、８月から９月に
本が副学長らを表敬訪問ヤングなでしこ
海外進出への意欲語る
　
第
32回つくばマラソン
（主催＝本学・つくば市など）が
11月
25日に行われ
た。フルマラソンと
10㌔の
部に、１万４１４４人が参加し、快晴の中、晩秋のつくば市内を駆けた。
　
第
36回秋季スポーツ・
デーが
10月
20、
21日に学内
18カ所の会場で行われた。
２日間とも快晴で絶好のスポーツ日和となり、学生・教職員合わせて５５４６人が汗を流した。　
サッカーや駅伝など 事
前登録 必要な「正式種目」 、スポーツ・デー学生委員会が主催する「学生委員会企画 体育会所属の団体が体験教室や公開練習
トークショーに出席した福見（左）と杉本（右）
ではない体型。だが、走りはじめたらペースを落とさない。中学時代から二人で毎日
15㌔以上走り、培った
ものだ。それに加え、大きな瞳が印象的なかわい しいルックス。テレビアナウンスでは、他の選手を差し置いて「久馬の双子」が連呼された。１年生ながらスター性も伺える。　
二人と
も、小さい頃から走るのが好きだった。小学生の時に市の駅伝大会に出場、それを見ていた地元の中学の陸上部顧問に誘われたことが、本格的 陸上を始めるきっかけとなった。　
その後は持ち前のセンス
を発揮し、中学３年生で、全国都道府県対抗女子駅伝に京都府代表として出場。悠は区間賞、萌は区間新記録を叩き出した。高校２年
生で、悠は世界ジュニア選手権３０００㍍に出場。萌はユースオリンピック３０００㍍に出場し銀メダルを獲得した。そして大学入学直後の今年６月 アジアジュニア選手権大会女子５０００㍍では二人そろって日本代表として出場。悠が１位、萌が２位と、姉妹そろっ 表彰台に上がった。一緒に競技を始めた二人だが、勝負の世界ではライバルとなる。 「二人で競い合って記録を出せたときの達成感はたまらない」と悠。お互いが負けず嫌いを発揮して切磋琢磨し、より良い成績を目指している
　
普段の生活ではとても仲
良しな二人。つくばに来てからも同じ部屋に住み、家事も特に役割を分担せず一緒にやる。練習着や私服も二人で共有。たまに着たい服が「カブった」ときは、けんかにもなる。 「片方が寝坊した時に起こしてくれるからいいですよね。でもたまに二人とも寝坊しちゃ
います」 。悠がはにかんだ笑顔で話す。本当に仲の良い姉妹だ。　
そんな二人
にも、挫折の時期があった。その時期も一緒だった。高校３年生の春から夏にかけてのことだ。走るとすぐに息が切れる。そろっ
て貧血気味になってしまったのだ。８月に行われたインターハイでは、まさかの予選落ち。最後のインターハイで二人とも決勝の舞台に立つことができず、とても悔しい思いを味わった。　
それでも一人じゃないか
ら心強かった。二人で支え合い、両親のサポートで栄養面を徹底的に見直す
で一緒に回復。貧血が治ったことで練習意欲もわき、同年冬にはベストタイムを出すことができた。 「苦しかったけど、栄養面を考えるきっかけになった。いい経験だった」 。萌は笑って当時を振り返る。　
今の二人の目標は、来年
ロシアのカザンで行われるユニバーシアード競技大会。この１００００㍍競技に日本代表として出場することだ。将来的にはオリンピックも目指す。 「レースで応援し支えてくれているたくさんの人たちに、走りで恩返ししたい」 。つらいときでも、聞こえてくる多くの声援が背中を押 てくれる。応援して れるひびとが、二人にとっての原動力だ。　
普段はおとなしく口数も
少ない二人。だが勝負 なると互いに負けん気を発揮し、小さ 体で大胆な走りを見せ 。 「走ることがつらいときも、もう一人が頑張っているから頑張ろうと思える。相手を抜きたい、ベスト記録を出 たいとう気持ちで走り続ける」 。　
静けさの中に激しい闘志
を秘める二人のこれからの活躍に期待したい。
（市原
ひかり＝社会工学類２年）
久
き ゅ う ま
馬 悠
はるか
・萌
全日本駅伝３位の原動力となった双子ランナー
本学からも多数参加
朗選手（体専３年） 、陸上競技の鈴木徹選手（平成
15
年度体育専門学群卒）ら６人。岡田弘隆准教授（体育系）が総合司会、山口香准教授（体育系）がトークショーの司会を務めた。　
平岡は試合直前の体重の
計量で、規定より１００㌘オーバーしていた秘話 明かした。ガムを噛んでだ液を出したり歩き回って汗をかくなど て、計量
60㌔
ちょうどで切り抜けたという。また緒方は選手村や会場でハンマー投げの室伏広治選手や、陸上のウサイン・ボルト選手を見かけたエピソードを語った。 「選手村には有名人がたくさんいた。室伏さんは気さくに話しかけてくれる、男前な人だった」と語り、会 を
盛り上げた。　
パラリンピック競泳男子50㍍自由形で４位に入賞し
た山田は「自分の中では一番良いレースだったが、メダルの有無に 大きな差がある。４年後に 必ずメダルを取りたい」と再挑戦を誓った。　
トークショーの最後には
来場者らが「本学で 経験はどのように活かされたか」と質問。福見は「同じ教室に一流 選手がいて、教えてくれる先生も一流だから、意識を高めることできる」 と答えた。また 「競技場が
24時間使える便利さ
に卒業してから気付いた」と鈴木は語った。
かけてワールドカップに出場。３位決定戦でナイジェリアを破り、今大会初のメダルを獲得した。猶本は攻撃の要であるボランチとして全試合フル出場。メキ
笑顔を見せる猶本（中央左）と西嶋教授（中央右）
　
フルマラソンは本学をス
タート、豊里交流センターで折り返し、陸上競技場へ戻るコース。沿道では市民が旗を振り、ランナーを応援する姿 見られた。　
男子フルマラソンの部で
は、本学附属図書館の職員である高橋雅一さん（東京陸協）が
30㌔地点から独走
し、２時間
26分１秒で、２
年ぶり４回目の優勝を果たした。 「故障したふくらはぎが痛み、レース途中でリタイアするかと思った。勝できるとは思わなかったため、 とても嬉しい」 とレースの感想を語った。　
女子フルマラソンの部で
は、昨年
10㌔の部で優勝し
た前田さやかさん（セカンドウィンドＡＣ）が、２時間
42分
27秒で優勝した。前
田さんは「自己ベストを更新できた」と喜ぶ一方、 「自分の目標タイムには届かなかった」と悔しさをにじませた。　
本学からも多くの学生が
参加した。体育専門学群開講の自由科目「つくばマラ
シコ戦では豪快なミドルシュートを決める ど全試合で２得点を挙げ、銅メダル獲得に貢献した。現在は本学に通いながら浦和レッズレディース 所属。 「ポスト澤穂希」との呼び声も高く、未来のなでしこ候補として注目を集めている。　「海外選手の身体能力は衝撃的だった。 （準決勝 ）負けたのは悔しかったが、彼女たち レベルに達しないと世界で通用しないと感じた」と大会の感想を話した。ドイツ語の勉強も始めていると言い、海外進出への意欲ものぞかせた。　本学での生活について
は「１学期は新しいこ ばかりで慣れるのが大変だった。通学時間には風間八宏氏の本を読んだりしている。つくばは夜が少し暗けど、自然がたくさんあって本当にいい所」と笑顔で話した。
ソン」の受講者は、例年通りおそろいのＴシャツを着て参加、日頃 練習の成果を発揮した。　
また、当日はオンライン
動画配信サービス「Ｕｓｔｒｅａｍ」を用い、メイン会場である陸上競技場からライブ配信を行い、会場の熱気を伝えた。
（
12面に関
連写真）
　
などを行う 「サークル企画」が行われた。　
正式種目の駅伝では、陸
上競技場からスタートし、一の矢から医学エリアまでの距離をたすきでつないだ。ひときわ周囲の声援を浴びた が、同じ区間を子どもと一緒に走る職員の姿だった。ＢＡМＩＳ推進室事務局の松田佐保さんは男子部門に「ＡＶＥ
38」とい
うチームで出場 小学校２年生の娘、吉納さん ３区の２・
53㌔を力走した。松
田さんは「毎年 で出場しているが、初めて娘と一緒に走ることができ 楽しかった。来年 優勝をねらいたい」と話した。　
第
36回スポーツ・デー学
生委員会委員長の石井康平さん（社工３年）は、 「多くの参加者にスポーツを楽しんでもらえ、達成感を感じている」と話した。
（
12
面に関連写真）
（体専１年）
りがたく、仲良くなった先生とパブで飲んだり学
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し、２０１３年に新たな大会を行う予定だった。しかし、 「今年も技術を磨きたい」という参加者の強い要望があり つくば市とつくばチャレンジ実行委員会が主催して今回の開催に至った。　
ロボットはあらかじめ覚
えた１ ・４㌔強のコースを走行。人による外部からの操作なしに、歩行者や障害物など周囲の状況を判断しながら自 することに挑んだ。　
11日午前までは公開走行
実験で、各チームはロボットの調整に励んだ。午後の本走行ではコースの完走を
　
財団法人・関彰育英会は11月７日、同財団の奨学金
を受ける大学院生の交流会をオークラフロンティアホテルつくば （つくば市吾妻）で開いた。本学生と茨城大に通う９人の奨学生が、研究の進捗状況や論文掲載などの実績を発表した。　
交流会に参加した鈴木美
季さん（生命共存３年）は花色変化がどのように植物の繁殖に関わるかを研究しており、 「現在は国際誌に
　
地球学類と地球科学専攻
主催のジオカフェが、
11月
５日と
12日に大学会館多目
的ホールで開催された。ジオカフェは地球科学の面白さを多くの人に広めることを目的とし、 今年９月から、４回開催された。来場者はコーヒーや紅茶を片手 講演を聞いた。　
第３回目となる５日は
「つくば市の夏季気候の将来予測：
20年後、
40年後、
60年後、どうなる？」とい
うテーマで日下博幸准教授（生環系）が登壇した。　
前半では地球温暖化につ
いて、 気温上昇の要因には、
  イギリスへ語学留学に
来て、 半年が過ぎました。もうすっかりこちらの生活にも慣れましたが、それでも、４月１日にヒースロー空港からホストファミリーの家へと向うタクシーの中で、きいな国に来たなあ、としみじみ思ったことは、今でも覚えています。　
その翌日から１カ月ほ
ど続いた雨模様で、その
コースを走行するロボット
印象は見事に打ち崩されたのですが、天気と食事に目をつむればイギリスはとても住みやすい国です。私はウィンチェスターという、ロ ドンから電車で１時間弱 ところにあるのどかな田舎町に住んでいま 最初に来たときは、何もな 町だと感じたものの、パブは日が変わるま 開いているし、小さいながらも劇場や映画館があって、慣れてしまった今では静かで実に い町です。私の通う学校は、全校生徒が
30人前後の大きな家の
ような学校 す。クラスが小さい時は３人という時もあって、英語をいつも話していた 私にはあ
本学から３団体が出場
地球科学の面白さ伝える
活発に意見を交換する
「変化」について対話する参加者ら
?
校でお菓子作りをしたり、楽しく過ごしています。　
語学学校なので、先生
以外は皆、国籍がバラバラです。生活習慣や宗教
の違いを間近にみて、時には理解しがたいと思うこともあるのですが、彼らを知れば知ほど、世界は広いんだと、当たり前のことを身にしみて思い知らされます。また、政治や経済など、今まで全く興味のなかった分野
堀野あゆみ（イギリス）
に対しての考えが変わったのも、私の中では大きな変化です。もっと勉強しておけば、と悔しい思いを何度もしました。外国語を学ぶことはとて
学生が新サービス提案も
「LINE」のヒット要因語る
①自然の気候変動②二酸化炭素など人間が排出した温室効果ガス③都市のヒートアイランド現象……の３つがあると説明。また気温上昇の傾向は国・地域によって異なり、都市部での気温上昇率が高く、人口増加と気温上昇には相関があることを説明した。　
後半では日下准教授の
行った、つくば市のヒートアイランド現象に関する研究が紹介された。同准教授は計算科学研究センターのスパコンを用いたシミュレーショ 、日本の三大都市圏を対象に精細に行
い、その結果２０７０年の８月は、ほぼ毎晩
30度を超
える熱帯夜になるという結果が得られたほか、生活圏が集中している「コンパクトシティ」の方が 関東全域に生活圏 広がる分散型都市よりもやや涼しくなることがわかった。同准教授は「今後はエネルギー効率の良いコンパク に移行していく必要があるだろう」として講演を締めくくった。　
12日に行われた４回目で
は、 「筑波山の湧き水」について、辻村真貴教授（生環系）が登壇し、前半は河川、大気中などにあるさまざまな水や湧き水について説明。 「地球上の水量を
１００㍑とすると、人間が利用できる水はスプーン半分しかない」と同教授は説明した。　
後半では、筑波山の湧き
水について、写真や動画を用いて説 。筑波山の湧き水が出る地点は山頂近くから山麓までさまざまなところにあり、雨 が地下に浸透してから約
40年の歳月を
かけて流動し湧き水となるものもある。湧き水から下水の流れや水量を計算し、 「筑波山の中 る地下水量は霞ヶ浦の 貯留量の半分弱に相当する」と辻村教授が話すと、会場から驚きの声が漏れた。　
来場した牧野悠さん（生
資２年）は「つくばという
土地に根ざしたテーマで、親しみを持って聞けた」と話した。
発表する論文を仕上げている」 と進捗状況 報告した。　
同財団は関彰商事（本
社＝筑西市）を母体に１９８４年に設立された。経済的に修学が困難な学生を援助し、社会に貢献する人材を育成することを目的として、本学と茨城大の大学院に通う博士後期課程の学生を対象に月３万円を給付している。今年度は
10人
の学生が奨学金を受給している。
対話を通じて悩みを解消
友人に教わる世界の広さ
すてきなことですが、大事なのは何を話したいかです。日本では考えもしなかったことを、 こはよく聞かれます。　
この半年で、何をモノ
にしたのか、と聞かれると答えられません。 ただ、世界中 友人ができました。特に、ずっとホストメイトだった韓国の友人は、一生の友人 なる確信を持って言えます。「またね」と言って別れたたくさんの友人がいろいろな所にいると思うたび、世界の広がりを感じます。　
今、学校を少し離れて
ヨーロッパを旅行しています。これから 学校で出会った友人に「久しぶり」と言いに行くつもりです。
（知識情報・図書
館学類）
奨学生が研究実績の発表行う関彰育英 奨学生の交流会
　
身近なテーマについて哲
学者を交えて話し合うイベント、第
20回目筑波大学哲
学カフェ「ソクラテス・サンバ・カフェ」が
10月
28日
につくば市市民活動セン
ター （アイアイモール１階 ・つくば市吾妻） で行われた。　
哲学カフェは、人文社会
科学研究科哲学・思想専攻が主催し、本学で哲学を専攻する大 院生と学群生も
企画に参加している。イベント名の「サンバ」は、ソクラテスが討論に用いた手法が「産婆術」と呼ばれることにちなむ。対話を通じて人々が重苦しい思い込みから解放され、心が軽やかに踊るイメージを、踊りのサンバに重ねた。　
毎回テーマは参加者が関
心のある話題を出し合い、その場で決定する。
20回目
となる今回のテーマは「変化」 。参加者 将来への不安や、年を取ることへの抵抗といった悩みなどをきっかけに、 「変わることとは何か」 つ て話が始まった。 「変化 うのは自然なことなのに、なぜそれ怖いのか」 を受け入れ、それを楽しむことはできるのか」など、参加者から活発に意見が出され、議論は盛り上がりを見せた。　
進行役を務めた五十嵐沙
千子准教授 （人社系） は 「参加者の個人的な悩みなどのごく身近なテーマが、対話
を通してここまで深まるかと毎回驚いている。夢中で話していたので、あっという間の熱い３時間だ」と語った。　
参加した本学生は「初め
て参加したが、話し合いの中でさまざまな考えに触れ、新しい見方ができるようになった。とても面白かった」と話 た。
　
自律型ロボットが公道を
走行する公開実験大会「つくばチャレンジ２０１２」が、
11月
10―
11日につくば
センター周辺で行われた。
全国の大学や企業、研究所などから
36団体が参加し、
本学からは３団体が出場した。　
本大会は昨年で１度終了
目指した。制限時間内なら何度でもチャレンジが可能で、５台が完走した 「筑波大学知能ロボット研究室屋外組２０１２」が１回目はゴール直前で停止 てまったが、２回目のチャレンジで完走した。　
また、 「つくばろぼっと
サークル」は本 行に 回挑戦したが、惜しくも完走ならなかった。同サークルの河合道成さん（工シス３年）は「今回のロボット特に安全性を重視 て製作した。実生活で活躍するめには、人間や周囲の環境に考慮 ロボット 作る必要がある」と話した。　
つくばチャレンジの実行
委員長で本学名誉教授の油田信一氏は「最先端技術と期待されるロボットの製作だが基礎的技術が必要。技
術の伝承の場として最大限に活用してほしい」と語っ
。
　
ＮＨＮＪａｐａｎ社長の
森川亮氏（昭和
63年度第三
学群情報学類卒業）による講演会が
11月
22日、２Ｈ棟
１０１教室で行われた。ＮＨＮＪａｐａｎはスマートフォンやパソコン向けアプリケーション「ＬＩＮＥ」を提供する韓国企業の日本法人。 「ＬＩ Ｅ」 はスマートフォンの電話帳に登録した友達と、無料でチャットや音声通話ができるサービ
スだ。森川氏が本学の卒業生であること ら、学生団体ＨＥＲＣＵＬＥＳの主催で今回の講演が実現した。　
前半は森川氏による講演
が行われ、 「ＬＩＮＥ」が世界２３０カ国以上でヒットした要因や、会社の展望などについて話が及んだ。後半は、 くば市を拠点にスマートフォン向けのアプリケーション開発を行うＦＵＬＬＥＲ株式会社取締役で、本学を休学中の高瀬章充氏（シス情１年）を加えてのパネルディ カッションが行われた。ディスカッションの中で森川氏は「筑波大にはマイペースな人が多い気がする。もっと学外に出るような経験を積んで頑張ってほしい」と会場いっぱいに詰めかけた後輩たちにエールを送った。　
講演会では「ＬＩＮＥ」
の新規サービス案を事前に参加者から募集しており、森川氏が選んだ優秀作品の発表も行われた。優秀作品には３つが選ばれ、提案者には森川氏から賞品が手渡された。スマートフォンで撮った写真に「ＬＩＮＥ」上で友達と落書きしあえるサービスを提案し、優秀作品に選ばれた森谷文恵さん（心理２年）は「予想してなかったので驚き。講演を聞いて、やりたいことをやってみることが大事だと感じた」と興奮気味に話した。
留学先で友人との１枚
自律型ロボットが走る
哲学カフェ
つくばチャレンジ２０１２
ジオカフェ
森川氏講演会
　「レイトン教授」 、 「日の丸弁当」 、 「ナス科」といった一風変わった単語が「解答」として教室中に響き渡る。そして聞こえてくる正 、不正解を告げるブザー音……。この不思議な空間を作り出すのはクイズ研究会だ。　クイズ研究会はその名
の通り、日々 を解き、研究を重ねている。クイズ 出題者はひとり前に陣取り、早押しボタンを握り締める他の全会員（解答者）と向き合う。
そして例えば「腕と首周りが大きく露出するシャツは？」という問いに、解答者は間髪入れず「タンクトップ！」 と答える。
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クイズ研究会
新聞人・陸羯南を研究
　
数十題ごとに出題者を
交代し、とにかくクイズを解きに解く。１日に解くクイズの量は１００から１５０題、多い きは２００題 超える。現在会員は９人だが、ＯＢも多く訪れ、和気あいあいとした雰囲気が魅力だ。　
ジャンルは「なんでも
あり」 。 時事、 政治、 スポーツ、文学、ま 「かつて存在した右大臣と左大臣のうち、 位が高いのは？」という学校で習うような歴史問題もあり 幅広い
分野から出題される。　
そんなクイズ大好きの
同団体だが、単にクイズを解くことが活動目的ではない。その真の目的は「クイズを通して人との交流や知識を深め、日常の生活に潤い 与えること」と会長の吉川悠希さん（社工２年）は話す。　
その言葉通り、クイズ
の合間には「正答」から話題を広げ、話し込むこともしばしば。 例えば 「アルゼンチンなどの国々で使われている通貨単位の
名称は？」というクイズの答えである「ペソ」から話題を広げ、いつのまにか漫画の話で盛り上がっている。クイズに向かう真剣な表情から 想像もできない、屈託のない笑顔が絆の強さだ　
同団体の活動は団体内
にとどまらない。外部のクイズ大会の際には、他大学との交流もある。さらに、 を通して交流を深めることを目指して自分たちで大会を主催し、学外の人たち流を図っている。　
だが、吉川さんは「競
技者が少ない」と苦労を語る。同団体が設立された１９８９年当時 世間はクイズブームだったが、現在人気は下火になっている。 「クイズは日常のネタや学校で習ったネタも多い。特別なことはなく、誰にでもできる。いろいろ 人にクズをしてもらいたい」という吉川さんの言葉は全
クイズがつくる解けない絆
　
本学開学
40周年記念プレ
イベント「筑誕」が
11月３
日に大学会館講堂で行われた。このイベントは、 「筑波大学の“いま”を表現し、将来に残す」 ことを目的に、２０１３年
10月１日の本学
開学
40周年を学生の手で祝
うもの。ＴＨＫ筑波放送協会が主催し、アカペラサークルＤｏｏ─Ｗｏｐ、応援部ＷＩＮＳ、斬桐舞、ときめき太鼓塾、落語研究会が出演した。
　「カザフスタン・日本学生フォーラム２０１２」が10月
20─
21日に大学会館
ホールで開催された。このフォーラムは、日本とカザフスタンの外交関係樹立
20
周年を記念して行われた。同国に関心がある日本人や同国を始めとする中央アジアからの留学生らが訪れた。　
20日は前駐カザフスタン
　
作家の司馬遼太郎氏と青木彰名誉教授の遺
志を継ぐ形で、本学卒業生らが明治の新聞人、陸くがかつなん
羯南
（１８５７～１９０７）の研究を進めて
いる。これまで陸羯南が発刊した当時のグラフ誌などを復刻したほか、今年の学園祭では「司馬遼太郎と青木彰名誉教授展」を開催。その中で陸羯南の資料展示も行っ 。関係者は「将来、 羯南やその関係者に関する小冊子をまとめたい」と話している。
（筑波大学新聞代表・本学教授、福原
直樹）
会員の思いだろう。　
最後に吉川さんに「ク
イズの魅力は」と質問してみた。いつものように即答とはいかず、困ったように笑う会長に「そこはしっかり答えようよ」という会員 らの鋭ツッコミは親密である証拠。すると今度は優しく笑い「正解したときの嬉しさが魅力」 話 た。　
クイズはラテン語の
「ｑｕｉｓ」 （＝何）が語源であるとも言われている。 「これは何？」と思うようなことは、気づかないだけで、私たちの周りに無数にある。すぐ近くにある無数の「ｑｕｉｓ」に気づくことができれば、そこから始まる無数の出会い も気づけかもし ない。クイズ研究会を訪 、そんな出会いの一端を ぞいてみるのもよいのではないだろうか。
（鈴木拓也＝人文
学類１年）
「青木塾」　
青木氏は元産経新聞記
者で、同社で司馬氏の１年後輩。２人は現役時代から親交があった。青木氏は１９７８年、本学の現代語・現代文化学系教
「司馬遼太郎と青木彰名誉教授展」の様子
共和国日本大使の夏井重雄氏、駐日カザフスタン共和国大使館公使参事官のクルマンセイト・バトルハン氏、和光大学でカザフスタンの文化について研究している坂井弘紀氏がカザフスタンの過去と現在について講演を行った。　
クルマンセイト・バトル
ハン氏は「発展し続けるカザフスタン─日本との関係
について─」と題し、カザフスタンの経済状況や日本との関係について話した。日本との関係については「日 カザフスタン間では貿易額が伸びており、今後も協力関係を築くことが重要だ。ただし、ひの国の協力だけに依存することはあってはならないので、学生たちにはいろんな分野で他国と 関わりを築
いていってほしい」と展望を語った。　
21日には、同国の民族楽
器奏者、高橋直己さんが講演。 「ドンブラ」と呼ばれる同国の民族楽器で、現地で歌われる「グルダリガ」などの民謡を披露した。高橋さんは、 「日本と違い、カザフスタンでは伝統的な音楽が世代を超えて 常に残っている」と話した。演奏中、観客から手拍子がわき起こったり、カザフスタン人の観客の中には民謡くちずさむ人もいた。　
民族楽器の講演会に参加
した橋本千紘 ん（人文３
年）は、 「ロシア語の授業で紹介され、参加した。ドンブラは、絃が２本しかないのに音色が豊かで驚いた」と話した。　
学生実行委員長の岩元
緋美さん（国総４年）は、「本学は中央アジアとのつながりが深い大学。今回の
授に就任したが、 その際、司馬氏は新聞「日本」を明治時代 発刊 陸羯南の研究を強く勧めた。青木氏も研究の準備を進めたが、２００３年に亡
くなった。　
この遺志を継ぐ形で本
学卒業者ら約
20人が
04年
に「陸羯南研究会」を発足。 青木氏は本学在任中、
自宅でマスコミ志望者を教える「青木塾」を開いており、そのメンバーが中心となった。研究会はその後、 「日本」付録の
グラフ誌「日本画報」が富山県の民家にあるのを見つけるなど、関係資料の発掘を続け、 「日本」の付録だった「明治中期分県地図」も復刻している。本年 学園祭ではこれらの資料や「日本」などを展示した。　
研究会の代表世話人・
高木宏治さん（社会科学研究科出身）は、 「陸羯南は社会事象を客観的に報じ現代ジャーナリストの先駆的存在だった。広範な国際的視野をもつ一方で『日本・日本人とは何か』も追究し続けており、その研究には今 的な意義がある」と話 ている。
外交樹立
20周年を記念し開催
カザフスタン日本学生フォーラム
民族楽器の演奏も
フォーラムでカザフ国立大学との交流が深まり、カザフスタンの研究者が集まることができてよかった。カザフスタンの状況や留学についての情報も発信でき、これから留学する人へ 助けにもなったと思う」と語った。
民族楽器で美しい音色を奏でる出演者
　
第１部では応援部ＷＩＮ
Ｓが迫力ある演技を披露し、落語研究会が「誕生日」をテーマに落語を披露した。また、ＴＨＫ筑波放送協会が「発見！となりの筑波大生」と題し ある分野で秀でた活動をしている本学生を取材 、プレゼンする企画が行われ　
第２部では、 「発見！と
なりの筑波大 」で紹介された４人がステージに登場したり、映像で出演。それ
ぞれの研究分野や研究過程を紹介した。ルービックキューブ研究会の佐島優さん（工シス４年）は、大会で日本記録を樹立したこともあるルービックキューブの腕前を披露。目隠しをた状態でルービックキューブを完成させ と、会場からは歓声があがった。　
その後、アカペラサーク
ルＤｏｏ─Ｗｏｐ、斬桐舞、ときめき太鼓塾 ステージに登場、イベントの最後には ３団体がコラボレーションした２曲を披露した。 の曲「風になりたい」では第１部に登場した出演者もステージにあがり、アカペラや演奏、ダン
スのコラボレーションで観客を魅了した。　
出演する知り合いを見に
来た上野柊斗さん（情科１年）は「 『発見！となりの筑波大生』で出演していルービックキューブの佐島さんに圧倒され 。つくばにもこんなすごい人がいるのだと思った」と話した　「筑誕」統括を務めたＴＨＫ筑波放送協会の松橋翔太さん（同３年）は、 「４月くらいから企画を進めていた。会場の都合でリハーサルがあまりできず不安あったが、各団体 パワーが伝わるイベントだったと思う」と話した。
（
12面に
関連写真）
　
学生支援室が主催する
「課外活動団体リーダー研修会」が
12月８─９日に行
われる。これは、体育・文化・芸術系の課外活動団体の次期リーダーや役員を対象に毎年開催される研修会で、各団体の運営や活動をサポートすることが目的。本学生や教職員、紫峰会役員など毎年約２５０人が参加しており、現在参加者を募集している。　
今年の研修のテーマは
「Ｉｎｎｏｖａｔｉоｎ」 。各団体の活動を振り返
自主的に楽しんで活動に取り組んでもらいたいという思いが込められている。研修会の中では、団体の枠を超えた交流会、組織の意義やあり方について理解を深めるワークショップや講演会など、さまざまなプログラムが用意されるという。　
本研修会の運営委員長で
ある寺地諒さん （国総３年）は 「この研修会を利用して、他団体のリーダーと仲良くなり、団体間の交流を深めてほしい」と参加をよびかけた。
課外活動団体リーダー研修会団体間の交流を深める
開学
40周年プレイベント「筑誕」
筑波の“いま” を表現する
ＴＨＫ筑波放送協会が主催
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つながりで築く科学
「好きなこと」で恩返し
つくば市長賞など多数受賞
本多 隆
た か と
利 さん（生物４年）
彼の優しい笑みは、仲間と共に未来を見据える
団研究の意義を学んだ。今まで一人の実験が多かったが、高校で生物部に入ると一人ではできないことも増えた。「アイデアがあっても知識や技術が足りず、顧問や大学の先生にアドバイスをもらった。生物の飼育も一人ではできず、部員に助けてもらった」 。高校生から始めた害虫の研究 、中高校生を対象とした国内で最も伝統と権威のある「日本学生科学賞」で、３番目にあたる環境大臣賞を受賞した。 「仲間と受賞の喜びを分かち合えた 。　
顧問の勧めもあり、本学に入学を決
めた。 入学後は１年次から研究を始め、３年の夏にはウィーンに留学した。生であるが、研究所に雇用され、一研究者として扱われた。ウィーンバイオセンターの研究員 何度も質問し、世界各国の留学仲間と共同生活す 中で自分を磨いた。初めは英語で「自分らしさ」が表現できず、 とまどうことも。しかし共に生活する中 「研究が好き」 という志が同じだ 気づいた。 国
粋な音色が場内に響きわたる
ときめき太鼓塾 10周年記念公演鼓舞
５面へ
秋晴れの空のもと、仲間と汗を流した
筑波大学開学 40周年記念プレイベント筑誕
９面へ
華やかなダンスで会場を盛り上げるＷＩＮＳ
第 36回秋季スポーツ・デー
11 面へ
晩秋のつくばを、ランナーは一斉にスタートした
第 32回つくばマラソン
　
今年の執行代は個性的
な顔ぶれがそろった。自称壺売り吟遊詩人の副編集長Ｎ島。男の娘な取材人Ｎ宮。ゲバ棒を携えてパソコンと会話するＮ島。学園祭に魅せられた接客系女子Ｋ。心のない発言がチャームポイントのＵ。留学生と都会の荒波に飛び込むＯ デニムとベトナムマスターのＫ。小動物系編入生Ｓ微笑み 新聞 使者Ｆ。 ????
　
編集部員としての修業
期間が短い私が、編集長になって早１年。情弱と馬鹿にされつつも、彼らと強面な愛犬家のＦ先生、優しさと厳しさのＯ先生、ジェントルマンばかりの広報室の方々のおかげで７回分の新聞を発行できた。ありがとう、の一言に尽きる。　
次回からはレッドブル
の香り漂う編集室から、より素敵な紙面をお届けできることでしょう。乞うご期待！（編集長・松本果奈＝人文３年）
次号は
2月
4日（月）発行予定です
　「好きなことに巡りあわせてくれた人、支えてくれる人たちに好きなことで恩返しをしたい」と真剣な表情で語るのは本多隆利さん（生物４年） 。８月末に、全国の大学生が研究発表を行うリサーチフェスタ２０１２で最優秀賞であるつくば市長賞 受賞した。
で、その遺伝子の働きを理解する糸口を提示・説明し、高評価を受けた。　「好きな」科学に巡りあわせてくれたのは、 高校の理科教師 叔父だ。 「小さなころから叔父に顕微鏡や天体望遠鏡を借り、川の中の微生物や星を観察するうちに、科学が好き なった」と振り返る。天体望遠鏡を ぞいて、広大な宇宙に想像を膨らませ、顕微鏡をのぞき、身近 も知らないものがあると感嘆した。 「人が知らないことに迫りたいと、小さいころから思っていた」 。落ち着い 雰囲気の本多さんも科学の話になる 子供のよ だ。科学の中でも天文学や生物学に興味があり、高校生 とき、 を中心に研究し始めた。　「支えてくれる人」の存在に気づいたのもこのころ。２００２年にノーベル賞を受賞 た田 耕一さん（島津製作所） に会った際に聞い 「研究はチムで行うも 。一人で受賞するのは恐れ多い」という言葉に衝撃を受け、集
や研究分野の壁は超えられる。世界中の同世代の同志に会えたことが大きな収穫だ」と笑う。　「支えてくれる」のは科学関係者だけではない。本多さんは科学をわかりやすく伝えることを目指しており、その一環で芸術専門学群の学生と協力し、研究内容を絵にするなどの活動をしてきた。 「誰にでも科学 わかりやすく伝えることは、これからの 者の責任だと思う」と強く語 。　卒業後は大学院に進学するつもり
だ。 「まずは博士号を取る。面白く、重要な課題に常に挑み続けたい」 。　
故郷は坂本龍馬ゆかりの地、長崎。
本多さんは龍馬 大ファンだ。ノートパソコンに貼られた龍馬のシールが光る。 「人と人、アイデアとアイデア結びつけたい」 。革新的なアイデアや行動力で日本をあっと言わせた龍馬のように、本多さんも世界を股にかけ、時代を切り開いて行くだろう。
（中島
佳奈＝人文学類２年）
受賞したのは「ショウジョウバエを用いたヒト精神疾患の遺伝学的研究」 。今まで統合失調症の原因とみられる遺伝子は発見されていたが、その遺伝子が脳の機能に影響を及ぼすメカニズムは解明されて なかっ 。本多さんは新たにショウジョウバエ 用いた実験
９面へ
